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財团法人日本ハンドボール協会では、2巧24日の評議員会の議を経て、3巧10日、平 
成13 -14年度役員をな下のように決定致しましたのでお知らせ致します。 
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爭感轉缚廣覇黨謙國 


日本協会では、ハンドボール競技の普及発展のために、全員参加の理念のもと長期計画、短期計画を掲げている。長期計 
画の内容としては、がんばれハンドボール10万人会、ナショナルトレーニングシステム、普及特另リ委員会による展開、短期 
計画としては、アテネ特別強化委員会によるアテネオリンピック出場の必達を目指して展開することである。 

各事業部では、現在日本のスポーツ界が企業チームのスポーツから相次ぐ撤退など、その環境はますます厳しいものとな 
っ ている 中、これらの目標を達成する為、その事業予算を合理化•効率化し、各事業を展開する。— 、 

さらに将来を見据え、スポーツ環境の変化、スポーツ界の構造改革に伴いハンドボーノレ球界の再編成を視野に入れ、活動 
を展開する。 


1.普及•指導に関する事業 


普及関係 
【基本方針】 

1. ビーチハンドボール関係 

① ビーチハン ド ボールの 普及 
-全国大会の開催（関西地区） 

2. スポーツ 少年西から マスターズまで 
生涯ハンドボール体系の確立 

①ジュニア（小学生を中むとして） 
チームの 育成 

-郡市町村ハンドボール協会の設立 
促進 

-市町村協会でのスポーツ教室開催- 
スポーツクラブの育成 
-チーム創設マニュアルの作成 

③ 小学校の教科ハンドボールの普及 
施策 

⑤ 小•中.高の教科体育における一 
貫指導体系 

④ マスターズハンドボールの 普及 
• 全国大会の日本協会主催 

⑥ 車椅子ハンドボール等の支援 

3. 中学生委員会関係 

① 全チームの登録達成 

② 指導者の育成 
【重点施策】 

1 . 小学校教科ハンドボールの普及とが 
期指導要領の改定に向けて 

-全国的な研究授業の促進 
• 発育発達に応じた指導マニュアル 
の原案作成 

-全国的な実践研究発表会の開催 
-研究指定校制を検討する 
. 指導者講習会の開催 

2. 中学生指導者の育成と NTS 組織との 
連携 

3. 生涯ハンドボールを巧える基盤の確 


ミ立 

i •都道府県協会、市町村協会におけ 

： るスポーツ教室の開催 

i •都道府県協会、市町村協会におけ 

i る小学生を含むハンドボールクラブ 

! の設立 

: 4.秋旧ワールドゲームズ-ビーチハン 

!ドボールの成功 （8 月23日〜27日） 

: • 運営、日本代表選手の強化、ルー 

: ルの確立 

ミ 5. ビーチハンドボールの普な 
i -各地区大会の指導助言、体験講習 
i 会の開催、審判員の養成 

i 指導関係 
:【基本方針】 

: 1. 指導者の育成 

: ①コーチレフェリーシンポジユウム 

i の開催 

i ③公認コーチ養成講習 

I ③指導組織の整備 

i ④大学における C 級コーチ専門教科 

； 認定コースの設置について 

i ⑥都道府県におけるスポーツ（ハン 

i ドボール）指導員の養成 

： 2.公認コーチ資格の義務づけについて 

i 3.海外派遣による研修と情報収集 
： 4.全国指導者委員会の開催 

: 5.技術.指導情報の広報 

i 6. NTS との連携 
i 【重点施策】 

； 1. スポーツ指導員•ハンドボール養成 
i 講習会促進 

： 2. 平成13年度公認コーチ.レフェリー 

;シンポジュウム 


2.競技運営に関する事業 


【基本方針】 


1. 日本協会主催、共權の大会官理•運 
営に当たる 

2. チーム、チーム役員、選手登録制度 
の充実を図り、競技運営に反映させる。 

3. 競技用具の馨備を図ると共に、競技 
用具検定制度を充実させる 

4. マッチバイザー制度の充実を図る 

5. 予定されている国際大会（東アジア 
大会、ワールドゲームズビーチハンド 
ボール）の推進、運営に当たる。 

【重点施策】 

1. 東アジア大会、ワールドゲームズ 
ビーチハンドボール大会の運営に当た 
る 

2. 競技者登録の推進を図ると共に、签 
録業務の円滑化を図る 

3. 継続したマッチバイザー制度の充実 
を図る 

4. 各種競技用具の開発を図る 

■全国大会の開催 
-第42回全日本実業团選手権大会 
男•女 7/12〜15 
大阪府：大阪中央体育館他 
•第20回全国クラブ選手権大会 
(東）7/27〜29 
福島県：本宮町総合体育館他 
西日本大会未定 
•第14回全国小学生大会8/4〜5 
京都府：京田辺市中央体育館 
. 第44回全日本教職員大会 7/25-27 
愛知県：豊田市体育館 
•第9回 マスターズ 大会7/27 〜 29 
愛知県：豊田市体育館 
.第日2回全国高校選手権大会 
8/1-7 

熊本県：山鹿市総合体育館他 
:•第3回ビーチハンドボール 
i 8/4- 5兵庫県：未定 


























• 第 6 回ジャパンオープントー十メン 
卜男♦女8/13〜16 
高知県：高知県立県民体育館他 
• NTS (ナショナルトレーニングシス 
テム）8月予定 

• 第28回全国高等専門学校選手権大会 
8/4〜5 

山口県:徳山市総合スポーツセンター 
•第30回全国中学校大会8/18〜21 
山口県:徳山市総合スポーツセンター 
.第目6回国民体育大会10/14〜18 
宮城県：大和 W 総合体育館他 
•第26回日本リーグ10/23〜3/3 
各地 

. 男子44回-女子38回全日本学生選 
手権大会11/14〜18 
富山県：富山市総合体育館他 
.第53回全日本総合選手権大会 
12/12〜15 

(男子）東京都：駒沢体育館（予定） 
•第10回 JOC ジュニアオリンピックカ 
ップ12/25〜27大販府： 

.全日本実業团チャレンジ2002未定 
•第26回日本リーグプレーオフ 
3/16〜17東京都：駒沢体育館 
-第25回全国高校選抜大会3/23〜28 
富山県：氷見市ふれあい SP 他 
■国内関連大会 
•東日本インカレ8/17〜21 
山梨県： ル 瀬 スポーッ 公園体育館他 
• 西日本インカレ8/8〜12 
福岡県：アクシオン福岡他 
•第56回国体ブロック大会 
8月/上旬〜各地 
■国際大会 

•東アジア競技大会5/20〜26 
大阪府：注吉スポーツセンター 
-アジアナショナルサーキット 
5/12〜17近畿地区 
•第7回ひろしま国際大会7/26〜29 
に島県：東区スポーツセンター 
-第9回日•韓•中ジュニア交流競技大会 
8月予定中国 

-第5回日韓 スポーッ 交流（派遣•受入) 
8月予定韓国•大分県予定 
•第13回女子ジュニア世界選手権 
7/29 〜 8/12 ハンガリー 
•第13回男モジュニア世界選手権 
8/19 〜 9/2 スイス 
•第15回女子世界選手権 
12/2〜16ィタリア 
• ジャパンカップ（予定） 

8/25〜9/1各地 


3,国藤に関する事業 


[基本方針〕 

1. 世界大会（オリンピック、 WC ) 出場 
に向け環境づくり 

2. アジアハンドボール連盟 （ AHF ) の 
要なる正常化 

3. 国際交流の体制定着と発展 
【重点施策】 

1. AHF.IHF の重要ポイントに役員を 
送り込む委員会も含め登録し、日本主 
導で進める 

2. アジア東地区（日•中•韓）の連携 
を密にする 

- 3ヶ国交流会議の実施3回/年 
•イベント時の交流会の実施随時 

3. 海外拠点と国際交流のバックアップ 
-派遣選手の送出しのアシスト 
•海外拠点国との調整 

. 海外招聘国への調整 


4. 謗技規則（富判）に 

関する事業 


【基本方針】 

し審判員の資質の向上 

トップレフュリー研修会を実施し、 
資質の向上を目指しているカス’、研修会 
を継続することで、プレーヤー-コー 
チとレフェリーの距離を縮めなければ 
ならない 

2. 改正ルールの伝達 

2001年は、阻 F 競技規則改正の年度 
であり日本は、2002年4月1日改正実 
施の予定である。事前の伝達を徹底し 
なければならない 

3. 審判員の評価 

研修会•講習会の成果、また課題の 
発見に評価（審判技術）の継続 
【重点施策】 

1. トップレフェリー研修会 

平成12年度は、日本リーグ担当レフ 
: n リーにも枠を拡げて実施した。参加 
者にとっては、経済的負担が大きかっ 
たが実のある研修会であり、本年も中 
身の充実を図り実施する 

2. 継続的行事の実施 

A • B 級審査、評価、 JHA レフュリー 
コース、合同委員会等は、審判部運営 
上避けられない 


己.競技力向上（強化）に 
関する事業 


【基本方針] 

1. 短期（アテネプラン）強化施策の推 
進 

2 . 平成13年度各ナショナルチーム強化 
計画に基づく強化施策の推進 

3. NTS (ナショナルトレーニングシス 
テム）による一貫指導の強力展開と充 
実定着化 

4. 女モナショナルチーム、ジュニアナ 
ショナルチーム世界選手権大会での上 
位入賞を果たす為の強化施策の推進 

5. 男子ナショナル U —23- 19は、ア 
テネプランに基づいた強化推進 

6. メディカルサポート体制を充実し、 
各十ショナルチームが トップコ ンディ 
ションで試合ができる支援の充実 

7. フィットネス （ JOC 強化指定選手の 
体力測定なびチュック）とアンチドー 
ピンダの推進 

【重点施策】 

L 短期（アテネプラン）に基づく強化 
施策の実施 

2 . 平成13年度各ナショナルチーム強化 
事業として国際大会への出場、海外遠 
征なび国内強化合宿などの計画的な実 
施 

3. NTS に基づく一貫指導の実施及び指 
導内容の充実を図る 

①指導グループ研修会の開催（指導 
方法の統一 ） 

③全国でのブロックトレーニングと 
そのトップ選手を集めたセンタート 
レーニングの実施 

③医科学委員会のフォロー体制の充 
実 

4. 世界選手権大会での上位入賞と世界 
のトップチームとの国際試合の実施 

①女子ナショナル、ジュニアナショ 
ナルの世界選手権大会の上位入賞 
③男モナショナルのアテネブランに 
基づいた世界のト ップチームとの 国 
際試合の増加を図り チームの 向上を 
狙った強化施策の実施 

5. 医科学研究グループは、フィットネ 
ス体力の適性研究、メンタルマネージ 
メント等の実施 

6. 特別研究グループは、メディ カルチ 
ュック、体力測定、ドーピングコント 
ロールなどの 実施 












6 , 機関誌発巧に闊する事業 


【基本方針】 

機関誌は、協会より情報発信の一つ 
として位置付けられるが、この点に於 
いて要なる充実を目指していく。さら 
に、加鹽団体からの情報も積極的に発 
信して行く為のシステムも考えていく。 

内容的には、日本協会の重点施策に 
沿い情報を整理•発信していく。 

また、全員参加の理念により 0 B を含 
め、機関誌を通じて支援を呼びかけて 
いく。 

【重点施策】 

1. 各全日本大会詳報 

2. ナショナルチーム 情報 

3. NTS 関連情報 

4. 「10万人会」情報 
日.協会だより 

6. 各事業報告 

7. 人物登場 


7. 企画•に報に関する事業 


企画関係 
【基本方針】 

1. 中•長期スケジュールに基づく企画- 
立案 

2. 協賛募集活動の定着とお大 

3. 「 JHA 21 世紀ビジョン」の立案 
【重点施策】 

1. アテネプランに伴う企画-立案 

2. 協賛募集活動の拡大（協賛パンフレ 
ット他） 

3. 「 JHA 21 世紀ビジョン」の具体的立 
案作成 

広報関係 
【基本方針】 

1. 恒常的な広報活動計画の推進 

2. メディア媒体への積極的アプローチ 

3. ハンドボール文化の高揚（全員参加 
の啓蒙活動） 

4. ナショナルチームの PR 

5. インターネットによる情報発信の拡 
大 

【重点施策】 

1. メディアとの定期懇談会の実施 

2. 記者会見•プレスリリースの機会の 
増大 

3. メディア （TV •ラジオ•雑誌他）へ 
の積極的発信 


4. ナショナルチ'-ムの PR 

5. ハンドボール全員参加の啓蒙活動の 
支援 

6. インターネットの中身の充実と拡大 

インターネット関係 
[基本方針】 

1. インターネットによる情報発信量の 
拡大 

〔重点施策】 

1. インター ネットによる日本協会•日 
本り ーグのホームページ 充実 

2. 各イベントの告知•結果の伝達のさ 
らなる充実 


8.貝才務•会計に関する事業 


[基本方針】 

日本の少子化傾向.クラブ活動の停 
滞。そして日本経済の伸び憐み現象は 
日本ハンドボール界に於いても、大き 
な影響を受け、競技者登録人口の減少 
企業チームの活動停止、協賛企業の撤 
退等による収入財源は縮小の一途を辿 
っている。然るに、福広い収入源の確 
保と経費支出の厳正化、効率化がより 
一層求められる。その一方で長期ビジ 
ヨンに基づく競技の活性化、底辺の拡 
大に対する投資が必要と考えられる 
〔重点施策】 

1. r がんばれ10万人会」の更なる発展 
を目指し、財源を幅広く求めると同時 
に、ハンドボール界の活性化を目指す 

2. 普及事業に投資を拡大し、競技人口 
の活性化を目指す 

3. 会計処理の厳正化をより進め、権限 • 
責任、そして事務手続きの明確化を進 
める 

4. 登録金の全般的な見直しを巧う 


9. 日本リーグに関する事業 


【基本方針】 

1. 日本リーグ機構 （21 世紀に向けての 
改革） 

①地域と共に発展する日本リーグ 
a ； 行政、体協、諸団体、市、町民を 
取り込んだ活動 

b . 地域貢献（地域活動への積極的参 
カロ、ハンドボール教室などを恒常化 
し、普及、発展に貢献し、子供たち 
への夢を育てる） 

③企業内でのチームの位置づけの明 


確化 

a. 経営者や社員、そして取引先の企 
業に対し、積極的なチーム活動の情 
報発信 

心企業活動の効果 
メディア露出度 
地域活動 
ホームぺージ 

⑤アテネ強化特別委員会との連携と 
支援体制の確立 
オーナー会議の実施 

④ 10万人会の発展*活性化にむけ、 
各チームの役員•選手が積極的に支援 

【重点施策】 

1. 観客動員対策 

各 チーム の具体策の分析と指導 

2. メディア対策 

a . 記者クラブハンドボール部会や 
NHK 、 各 TV 局との交流 

b . チーム情報を活発に発信（小さな 
情報でも巧） 

3. 東京地区でのリーグ戦開催をどうす 
るか 

メディア集積地でのリーグがないこ 
とへの危機感 

4 . 集中開催の取り組み（経費節減を考 
慮しながら試合数を増加させる 

5. 第3地域の開催に積極的な参加 

6. NTS を活用した地域活動 

7. 21世紀にあるべきりーダの未来像の 
検討 

①スーパーリーグ構想の具現化 
③3回戦総当り（ホーム、アウュー、 
第3地域） 

⑤ 東アジアリーグ（日本、中国、韓 
動 

8. 審判技術の向上（日本リーグで国際 
級のトップレフてリーの育成） 


10,総務に轉する事業 


[基本方針】 

(財）日本ハンドボール協会の円滑な 
運営のための、諸施策を講じる。また、 
諸会議の円滑な運営の為に、連絡網•シ 
ステムの構築を図る。 

「がんばれ10万人会」は、細部を見 
直し、今後を見据えたシステムに転換 
していくことを目指す。 

【重点施策】 

1. 謗規程整備 

2. 「がんばれハンドボール10万人会」 
推進 
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開健曰程 

開健化 

開催場所 

4月 





日月 ◊ 

で y リナショナんサーキッ h • 男子 

5/12日出〜1?日佩 

ほ畿赃区 

神戸•京都•索房-避賀 

〇 

東 P ジア競按スを- 2001大阪 

目/1日日は)〜巧曰曲 

ホ阪お 

住吉スポーツたンター 

6月 





7月 

高松宮杯第42回全曰本実業卸選手権大会 

7/12日 ㈱ 〜15日脚 

大阪府 

乂阪中央体育館他 


第21回全国クラブ選手権大会•西 

未を 




第21回全国クラブ選手権大会.東 

7 /27曰厳〜29日间 

福島県 

本き巧総台体育館他 


第44回全曰本教職員大会 

7 /25曰冰)〜27曰厳 

愛知県 

豊。巿体育館 


第9回マスタース大会 

7/27曰翰〜29曰旧） 

愛知県 

豊田市体育館 

〇 

第7回ヒ□シ7国際大食 

?/2姐州--2狙 (日） 

に島県 

東怪スポーツセンター 

〇 

第13回女子ジュニで世界翼ま憧 

7/巧回目)一8/1旧抽 

M ン方 U — 


8月 

高松宮杯第52◎全国高校選手権大会 

8/1曰(水)〜7曰(火） 

熊本県 

山鹿市総合体育館他 


第2回を日本ビーチ M ンドボール選手権大会 

8/4日風〜5日归） 

兵庫県 



第28回全国高等専門学校選手権大会 

8/4日(±)〜5日归） 

山□県 

徳山総含スポーツセンター 


第14回全国ル学を大会 

8/4日(±)〜5曰旧） 

京都府 

京旧迈巿や巧体育館 


西曰本学生選手権大会 

8/8日(水)〜12日旧） 

福岡県 

アクシスン福鬧他 


第5回曰韓スポーツ交流（派遣）‘ 

8/11曰は)〜16日 ㈱ ぞお 

韓国 

未を 


第6回ジャパンスープン I -ーナ乂ン h 

8/13日樹〜1胞贿 

高知県 

高知県民体育館他 


NTS (ナショナル h •レーニンブシステム） 

7月〜8月ぞを 

爸ブ□ツク 



東曰本学を選手権大妄 

8/17日筋〜21日 W 

山梨県 

ル瀬スポ~ツ公園体育館他 


第9回東曰本小学生大を 





第30回全国中学校大会 

8/18曰(王)〜21曰(火） 

山□県 

徳山総合スポーツセンター 


第9回曰•韓-中ジュニア交流競按大会 

8月ぞを 8/23( 木)〜29 ㈱ 

中国 

未を 


第5回曰韓スポーツ交流（受入れ） 

8/24曰翰〜29曰 ㈱ ぞを 

大分県 

未を 

〇 

が田つールドヴームス 

8/23日卵〜お日出 

秋田県 

本巧 7 U —ナ莊氷措慶 

〇 

ジで n ンカッフぞ定 * 男み 

8/2日の…9/1出爭定 

爸化 


9月 





10月 

第56回国民体育大会 

10/14日旧)〜18日(木） 

宮城県 

大和巧総合体育館他 


第26回曰本 U —ブ 

10月24曰 ㈱ 〜3ち11曰樹 

各地 


11ち 

高松宮杯勇子44◎々子37回全日本学生選手権大会 

1 V 1 伯 ㈱ 〜18日旧） 

富山県 

富山巿総合体育館他 

12月 

第拍回全曰本総合選手権大妄-男子 

12/12曰 ㈱ 〜15曰は） 

東京都 

駒施育館 


第妨回全曰本総合選手権大会.女子 

12/24曰阁〜27曰贿 

千葉県 

国府台*塩お 


第10回 JOC ジュニアブ U ンピックカップ 

12/25曰 W 〜27曰贿 . 

大阪府 

娇巧.家原乂池 

〇 

第15回女子せ巧選を框大昔 

12/2曰倒〜化日脚 

イタ|ぶ 


1ち 





2月 

全 B 本実業団チャレンジ2002 

2/9日(±)〜11日捐质を 

福な県 

化陸電力体育館他 


第8回西日本ル学生 M ンドボール交流大会 




3月 

第26回曰本 U —ブプレイスフ 

3/16日は)〜17日旧） 

東京都 

蘭お体育館 


第25回全国高校選抜大会 

3/23日け)〜28日(木） 

富山県 

氷見巿/ふれあいスポーツ S 他 


◊班国際大会 
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第 16 回男子巧巧学を進手樓乂を報告 

B お袖浓人 tl 本,、ン K ボール撼な峨化を W を賓な 
をおお学带のシおホーが迹觀迦おお摘狼赞か 


第16回男子世界学生選手権大会は、2000年12巧27日より 
2001年1巧4日まで、ポルトガルのコヴィリアン、グアル 
ダ、 ベルモンテ、フォン ダンの4都市にて開催された。 

11月の抽選前までは、20力国のエントリーがあったが、 
直前になって、スペイン、スロバキア、ブルガリア、ウク 
ライナ、ベルギー、ナイジ卫リアが棄権し、さらに、予選 
りーグ開始前にモルドバが棄権、最終的には13力国で争わ 
れた。 

優勝は予選リーグで安定したチームカを見せたハンガリ 
一が、準決勝リーグでトルコによもやの1敗を喫したもの 
の、得失点差で勝ち上がり、予選リーグ-準決勝リーグを 
無傷で勝ち上がった地元ポルトガルとの間で争われ、ハン 
ガリーが第一延長終了時に左腕エース Tamas Mocsai の 
ノータイムフリースローが決まる劇的な勝利で優勝 （ 2位 
ポルトガル、3位ロシア、4位ユーゴスラビア）、日本は11 
位であった。 

予選リーグは、ハンガリー-ユーゴスラビア.アルジェ 
リア-日本の A 組に入ったが、前回大会の優勝国. 2位園 
が同じグループという疑問の残る抽選の結果であった。 

ハンガリー-ユーゴスラビアには対等な戦いであったが、 
残り5かの勝負化でだめ押しできずに敗れる結果となった。 
アルジ卫リアには快勝したものの1勝2敗で予選リーグ突 
破ならず順位決定戦回りとなった。順位決定予備戦ではル 
ーマニアに敗れたため、11化決定戦となり、中国を27対2日 
で破って、なんとか11位となった。当初の目標を大きく下 
回る不本意な成績であった。しかし、その中にて宮崎選手 
(日体大1年)が、チャイニーズタイペイの SHENG 選手と 
最後まで得点王を争って、惜しくも4点差で2位となった 
活躍や、他の面も合わせ高く評価され、ロシア•ユーゴス 
ラビア•フランス.トルコ•ルーマニアの上位国選手を抑 
えて11位 （ SHENG 選手は7位）の日本から、センタープレ 
イヤーとして日本人男女を通じて、初めてべストセブンに 
選ばれるという快挙があった。これは、宮崎選手が如何に 
高く評価されたかを物語っていると言える。また、これに 
よって、ある面でのオフ卫ンスの方向性の一面も見られた 
ようなが象を受けた。ちなみに、ベストセブンはハンガリ 
一4名、ポルトガル、チャイニーズタイペイ、日本から各 
1名が選出されている。 

11位と目標達成できなかったが、我々の求めた「より速 
い攻撃」「なめの守備」も随所に見られ、今後の大会に期待 
が持てるところまで来ているという感触を得たが、勝負化 
の1点の重さをあらためて感じさせられた。また、前半の 
リードを維持しながら55分間は対等な戦いの中で、残り日 
分の ゲーム スタミナと メンタル スタミナの面で、今一つ不 
足が感じられたので、より速いな撃の中でのより正確さの 
追ホとスタミナの養成が求められる。上位国であるハンガ 
リー. ポルトガル •ロシア.ユーゴスラビア. トルコには、 


ある意味での強烈な、また、良い意味での個性的な ゲーム 
リーダー がいて、 チーム 金体の把握と、 ゲームの 流れを良 
く読んでいたという巧象を受けた。 

優勝した ハンガリーの 場合は、大学の就学年数の違いも 
ある。主将で今回ベストセブンに選ばれた NORERT 
KUZMA などは、 ハンガリー-ユーゴス ラ ビア- ポルト ガ 
ルと連続3回目の出場で、世界学生選手権 （ュニ バーシア 
ード） 規程で認められている ギリギリの 28歳である。ディ 
フェンスの要、 ポスト プレーヤーの GABO 民 TAMAS も 
25歳で、 ハンガリー のみでな く、 ポルトダル、ブラジル、 
ルーマニア 他でも 何人 かが 見う けられ、 ハンド ボール 経験 
年数の違いがゲームの中で表れているのではないか。卒業 
後、1年未満の選手の出場も認められており、この点も今 
後の課題ではないかと思った。 ' 

今大会について、が喜美ホへッドコーチも「残り5かで1 
~ 2点のリード、あるいは、アヘッドの苦しいがの経験の 
乏しさが、消極さを招き、余裕も見られなくなり、変にあ 
せりが出てしまった。残りが間と点差、ゲームの流れの理 
解、また、攻めのディフェンスに努めたが、ポスト•サイ 
ドシューターの 守り、身体を預けられた プレーの 対応、コ 
ンタクト プレーの 連続による体力的な要因からの集中力の 
低下がポイントになっていた」と反省点、今後の課題を挙げ 
ていた。 

ホをホ幸品司チームリーダーも「速い攻撃を課題にスピード 
のある動き、速いパスワークの中での相手 DF をずらして得 
点機を作り出すこと、なめの DF からパスカットやネ目手ミス 
を誘発させて繫ぎの良い速な、ミスを恐れない積極的なな 
撃に取り組み、この大会に挑んだが一応のものはできたと 
思う。しかし、ここで1点が欲しいと思う時に、プレッシ ( 
ャーを受け、その中での正確さを欠いたことが今後の課題 
として残った J としている。 

技術的なかネ斤は、コーチングスタッフからの詳しい報告 
もあると思うが、センターからのポストへのパスも移動し 
ながらの縦パス気味のバウンドパスの多用なども目立っていた。 

オリンピック出場のための世界で通用し得る素材、若手 
選手の発掘と確認、一貫指導のために、全日本チームの田口 
監督に U -19 一 U -23 一全日本という一つの流れの中で強 
化になればと思い帯同を願った。特にディフ卫ンス面を重 
点的に見てもらったが、大きな成果があり、選手も全日本の 
監督に指導を受けたということが大きな励みになっていた。 

今後も、強化のために は大会のみ でなく、合宿他で U - 19 
- U — 23が全日本チームと合同合宿をできるだけ多く持つ 
ことの必要性を感じた。 

大会.開催地状況等に触れてみると、今大会予選リーグ 
の組みかけ抽選には疑問が感じられた。テクニカルミーテ 
ィングやその後に、ロシア、ルーマニア、アルジェリア他 
から、 A 組は今回の最激戦組であるが、なぜ、前回優勝の 
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ユーゴスラビアと同 2 位の ハンガリーがシードされ ずに间 
じ組に入ったのか疑問という声が聞かれるように、言い訳 
がましいが抽選のあやとも言える一面があった。開催地有 
利の抽選組みかけはある程度納得できるが、このような露 
骨な組み合わせは初めてであった。なお、 ハンガリー もこ 
の点の疑問があり、質問文書を送付したとのことであった。 

今回、男子では初めて選手の父兄が応援に来てくれたが、 
プライベートでスペイン旅斤中に、この大会のためじと、 
わざわざ旅程を変更し、コヴィリアンに寄ってくれて、熱 
'じ、に応援してくれた佐藤和孝日本協を機関誌委員を委員も 
いて、大変有り難かった。 

今大会も、産業医科大学及び濱脇整形外科両病院の巧意 
にて、高橋良正（ハンガリーのみ）•沖本信和両ドクター、 
川波賢ートレーナーを派遣していただいたが、健康管理(メ 
ンタルケア等含む）、コンディション維持、期間中の選手の 
発病でも適切な嫂置対応でも貢献いただき、ハンガリー • 
ユーゴ•ポルトガルの3大会連続のアシストや、選考強化 
遠征のロシアの帯同も含め、帯同の積み重ねが選手からの 
絶がの信頼にもなっており、今ではチームにとっては欠か 
すことのできない貴重な人がとなっている。 

この他にも、今回初参加の両審判員をフォローするため 
に、後藤登前国際審判員が帯同して いただき、 現地でグリ 
ンベルガー 等に アプローチして くれるような こと。 外国の 
指導者、全日本、 アンダー 23の指導等を研修した いとし、 

が原日本協全参事や、岩本、髓川両高校監瞥のご参加など、 
何かとサポートしていただき、おネしを申し上げたい。 

最後に、役員•選手の派遣に協力いただいた各位、選考 
•強化合宿から本大会まで、物心両面にて、ご支援ご協力 
いただいた関儒各位に、誌面をお借り致し感謝とお礼を申 
し上げたい。 


参加選ホのコ乂ント 


〇澤田俊祐（国±館大学4年 ） CP 

今回の遠征でも主将を務めさせてもらったが、強イヒ合宿 
-本大会を通して、どのような時に、どのようにして±気を 
高めることができるのか難しさを学んだ。個人個人のやる 
気、±気をどのようにチームとして 一つに し、それを勝利に 
結びつけるか。それができないと勝てないということを知 
らされ学んだ。世界学生選手権大会では特に予選り ーグの 
緒皱の大事さを言われてきたが、ラスト日〜10かにミスの 
連続で自滅、逆転されたが、その後の試合も同様であった。 
自か達でわかっていても同じ結果を招いたのは精神面の弱 
さ、そして外国チームとの厳しい試合の経験の乏しさがあ 
ったと思う。今大会で日本の課題があらためて確認できた 
が、これを今後のハンドボール活動に生かしていきたい。 

◊高木尚（曰本体育大学4年 ） GK 

ユーゴスラビアの大会と今圆の2回目の大会参加であっ 
たが、成績としては前回同様な結果であった。しかし、前 
大会ではユーゴスラビアもハンガリーも強力という印象で 
あったが、今大会ではユーゴスラビア戦はミスからの自滅 
で逆転負け、途中の試合展開から勝てる試合をイージーミ 
ス等で失ってしまったハンガリー戦と、悔しい思いをした。 
他の試合でも点差が接近してのプレッシャーのかかる展開 
であったが緊張感から精神的な余裕がなく、やはリミスで 
敗れてしまい、スタッフがいつも話している1点の重みを 
痛感させられる結果となった。この精神的な面の強化が課 
題と感じ、自かはこれからも実業団でやっていく予定なの 
で、この経験を生かし頭張りたいと思っている。 

◊ 吉田耕平（大阪体育大学4年 ） GK 

11位という残念な結果に終わった。しかし、負けた試合 


第16回男子世界学生選手権大会男子を日本 U —巧(全曰本学生選抜)チーム 
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松 

村 

昌 

幸 

福岡大学 

4 年 

1 8 7cm 

G K 

21 

田 

平 

龍太郞 

日本体育大学 

1 年 

18 5cm 

C P 

2 

澤 

田 

俊 

お 

国±館大学 

4 年 

18 0cm 

C P 

3 

小 

倉 


学 

日本体育大学 

4 年 

19 0cm 

C P 

4 

巧 

田 

幸 

治 

日本大学 

4 年 

18 8cm 

C P 

己 

太 

田 

ち 

义 

日本体育大学 

3 年 

18 6cm 

C P 

6 

柳 

本 

義 

文 

日本体育大学 

3 年 

16 7cm 

C P 7 

前 

田 

誠 

一 

日本体育大学 

3 年 

18 4cm 

C P 

8 

豊 

田 

賢 

治 

国±館大学 

3 年 

179cm 

C P 

9 

田 

中 

秀 

樹 

大阪体育大学 

3 年 

19 2cm 

C P 

10 

横 

地 

康 

介 

名城大学 

3 年 

17 9cm 

C P 11 

宮 

略 

大 

輔 

日本が育大学 

1 年 

17 3cm 

C P 

13 

内 

田 

雄 

± 

日本大学 

1 年 

182cm 

C P 

14 

比 

嘉 


律 

日本体育大学 

3 年 

16 己加 

C P 

15 

中 

を 

哲 

化 

中部大学 

2 年 

192 加 

C P 17 

達ルを 

貴 

裕 

日本体育大学 

3 年 

197cm 

C P 

18 

猪 

妻 

正 

活 

ぞ锦田大学 

1 年 

178cm 

C P 

19 

中 

山 


亮 

茨城県立ィ尹奈高等学校 3 年 

18 5cm 

C P 

20 

岩 

永 


生 

私立を浦高等学校 2 年 

178cm 

C P 

22 

ル 

野 

誠 

鬧 

ネム立义留ホエ大が属富校 3 年 

18 7 加！ 


は、どれも接戦であり勝つことも可能であった。 
自分たちの良いプレーは十々に通用したし、そ 
れは自信になった。接戦を落としたのは体格や 
パワーの差もあると思うが、一を大事な差は基 
本的なことではないか。ハンガリーを代表とす 
る外国の強いチームは、 DF についての理解 、 OF 
で次に何をすべきか、 DF . OF の選手交代一つを 
取ってみても、基本的なことで誰でもできる誰 
もがやらなければならないことを理解し、全員 
が忠実に実巧していた。チームのシステムや、 
決まりの後に個人の力を発揮し良くまとまって 
いた。日本は好き勝手に個人個人がやっている 
ようにしか見えず、それが敗因であったと思う。 
中国戦で追い上げられたがに、冷静さを欠いた 
部分もあり、緊迫した修羅場的な中でも冷静な 
対応を痛感した。スタッフの方々に言われたが、 
自分たちにとってこの大会がゴールではなく、 
通過点であり、この経験を生かし、これからの 
ハンドボール界を盛り上げていきたい。 

〇がホ f 昌幸（福岡大学4年 ） GK 

日本へ帰ってきて、このレポートを書いてい 









































ると、悔しい思いが込み上げてきた。予選リーグの試合で 
も決して歯の立たない相手ではなく、自々たちのミスや精 
神的な脆さからの敗戦であった。しかし、これが日本の弱 
さであり、世界との違いかと自々なりに思った。選手同± 
のコミ ュニ ケーシヨ ンーつを見ても不足は否めなかった。 
自分たちは、これが良い経験となって、これからの糧とし 
たい。いろいろな国の選手のプレーを見て勉強になったが、 
合宿初日の海外留学生の話を聞いた時に、日本のハンドボ 
ール界が大きく変わろうとしていると感じた。自分たちの 
今の悔しい気持ちを忘れず、世界と戦うがにつなげたいと 
思っている。この遠征が自かにとりプラスになったことを 
お世話になった多くの人たちに感謝したい。 



©12 月の日(予選リーグ) 


曰 


本27 


13- 12、 

14— 18一 


30 


ユーゴスラビア 


[戦評]開始早々、動きの悪い日本は、19秒にユーゴのエ 
ース Vadica にミドルを決められ、1か33秒にもサイドから 
Nenad に決められて2点のリードを許した。しかし、この 
あたりから段々と動きが良くなり、3か38秒に今大会初の 
得点を澤田が決めてからリズムに乗りはじめ、宮崎のミド 
ル、 豊田の速攻で逆に1点をリード。その後も、宮崎、豊 
田で加点し先手を取って進んだが、ユーゴも離れず1点を 
めぐる展關で進み、前半をキ斤り返した。後半に入って1分、 
サイドから Marko に決められ 13-13 となったが、その後も 
1点を争う緊迫した中で推移した。21分、22か11秒と連続 
してポストの Ljubomir に決められて3点のリードを許し 
た。22か53秒前田、24か18秒宮崎と1点差に追いつき、こ 
こからという大事なときに攻撃ミスが出たことと、ディフ 
エンスのマークが甘くなり、 Mirko に連続ミドルを、さらに 
28か45秒に30点目のポストシュートを決められてしまった。 
終了10秒前に前田がミドルを決めたが、 27-30 で敗れた。 
(得点：宮崎9、前田5、豊田3、小倉3、澤田2、柳本2、比 
嘉2、太田1 ) 

©12 巧30日(予選リーグ） 


丄 fl 9- 71 

日 本35 17アルジェリア 

1 16-10 J 

[戦評]アルジ卫リアは前日のハンガリー戦で、 3 — 3の 
ディフ卫ンスからハンガリーのな擊を高い位置で対応する 
作戦をとり、これで来られると戸惑うのではという危惧も 
あったが、5 -1ディフュンスで来た。開始7秒で前田のミ 
ドルが決まり、その後もスピードあるオフェンスで、宮崎、 
前田、作田、澤田とコンスタントに加点した。この間、デ 
ィフェンスも積極的に前に出て防ぎ、さらに Softane の7 
m T を吉田が好捕したり、12か間に1点を許すのみとがん 
ばって、終始日本のペースで、大差でホ斤り返す。後半も速 
攻、ミドルがコンスタントに決まり、快勝した。（得点：宮 
崎10、前田7、澤田4、太田4、柳本4、比嘉2、作田し 
豊田し田中し中を 1) 


©12 月31曰(予選リーグ) 


曰 


本20 


' 9-13 1 

、 11-12 J 


25 


ハンガリー 


[戦評]ハンガリー学生選おとは、12月21日にブダペスト 
にて強イヒ合宿のときに練習試合を斤い28が27で勝っていた。 
左腕ェース Tamas が不在で、この対応がポイントと思われ 
ていた。初日のユーゴ戦には敗れたもののこのゲームに勝 
てば得失点差での準決勝リーグ進出の目もあり 、力の入る 
試合となった。しかし、その気負いが裏目に出てディフェ 
ンスのコンビネーションが悪くなった。そこを、対応が々 
ギと思っていた左腕エースの Tamas にミドルを決められ 
先行される。その後は良く守ったが、オフュンスの歯車が 
嚼み合わず、シュートミス、パスミスなどが続き得点出来な 
い間に4点を連取された。11か、やっと前田のミドルが決 
まり、その後柳本の速攻や、宮崎、前田のミドルで追いか 
けたものの、結局、立ち上がりのリードを許した4点差で前 
半を終了。後半開始早々にポスト、ミドルを決められ6点 
差に広がったが、これが最後まで響き、24か28秒に豊田の 
速なで3点差にまで詰めたが、27夕43秒センタ ー Ferenc に 
ステップ、29か42秒 Gabor にポストシュートを決められた。 
ハンガリーに延べ7人の退場者が出ていたにも関わらず、 
オフェンスのコンビネーションの悪さや、ノーマークシュ 
ートを外すなどし、その点を衝けずに敗れた。（得点：宮崎 
7、柳本日、前田3、田中2、作田し豊田1、比嘉 1) 
©1月2日(順位決定戦） 


曰 


本24 


'15—14 
、 9 — 14 


28 ルーマニア 


[戦評] Adomnicai にサイドシュートを決められてルーマ 
ニアに先行されたが、すぐに小倉のミドルで追いつき、柳 
本のサイド、前田のミドルで逆転。その後は1点を争う展 


技術〇素材 

技術が生み出ず巧巧が、巧巧から生まれる巧発想。 
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聞となったが、 GK 高木のがセーブも随所に化て、前田、宮 
崎が交互に加点、20分には5点のリードをつけた。しかし 
その後、7分間得点できない間に追いつかれ、27夕36秒 
Ovidiu に左45度から決められて同点とされた。その歡1 
点ずつを取り合い、29分26秒宮崎の得点で1点差をつけて 
前半をホ斤り返した。後半に入って中をのポストシュートで 
先手を取ったが、4分に同点とされてからは、一進一退で1 
点を争う攻防が続いた。日本は19分29秒に宮崎が決めた後、 
ルーマニアの GK 二 Marcrhis のが守に阻まれ、日本のオフ 
ェンスのバランスが悪く無得点の間に、後半出場のががの 
再ミのがセーブでがんばったが、 Burca のロング、 Adorn- 
nicai の速攻、 Burca のミドルでリードされた。28分32秒、比 
嘉が得点した直後、ルーマニアに Jozsef の退場が出た。オー 
ルコートディフ卫ンスを仕掛けたが、最後、 Burca に左4日度 
から決められて敗れた。ディフェンダーの消耗が激しく、残 
り5かの課題が残った。（得点：宮崎10、前田5、柳本2、澤 
田し小倉し作田し太田し豊田し比嘉し中み 1) 
®1 巧4曰 （11 位決定戦） 


曰 


本 27 


'13—7、 

.14-18. 


25中 


国 


[戦評]立ち上がり16秒、豊田の右から中央への回り込み 
が決まり先斤。53秒に Ji 打のカットインから決められ追いつ 
かれたが、小倉のミドル、前田、豊田の速攻の3連取。13 
夕44秒に Jin のミドルで6 - 6の同点にされた。その後は、 
宮崎の4連続得点などで13得点し、中を、作田、太田、小 
倉、前田のディフェンス陣も積極的に前に詰め、 GK 吉西の 
ファインプレーもあって1目か間無得点に抑え、 13- 7で前 
半を終了。後半も10かまでは順調に加点し 19-10 とした 
が、その後、 Shao のシュートが決まってから中国が反撃に 
出て来て、11か33秒に前田の退場から Jin、Ye、Gong、Zhu 
とカットイン、ミドルから連続得点されて日点差とされた。 
その後、宮崎のミドル、比嘉の速なで離したものの、20分 
から4夕間、無得点の間に、 Gong に右45度から豪快に決め 
られて、3点差まで追い上げられた。24かに Wang の退場か 
ら得た7 mT を宮崎が、24か37秒柳本が速攻で決めて再び 
5点差とした。しかし、この後、デイフ卫ンスもオフュン 
スも急に足が止まり、29か目秒に Yin に決められて1点差 
まで追いつめられたが、最後に澤田が決めて、前半の貯金 
で何とか逃げセリった。追い込まれたがのディフュンス陣の 
リーダー不在と、ルーマニア戦同様に残り日か間の消耗が 
著しかった。中園が190 cm 台のガッシリした長身選手が多 
いのが印象に残った。（得点：宮崎11、前田6、比嘉3、小 
倉2、柳本2、豊旧2、澤西 1) 

©1巧4曰（3位決定戦） 


ご 


シ ア 


30 1 1 22 ユーゴスラビア 

、 16 — 12ィ 


[戦評]ロシアはエース Motchalv のミドルをはじめ、 
Miagkow、Motchalov などで、多彩な攻撃を見せて、立ち 
上がりからコンスタントに得点、ユーゴも13みまでは、 
Vuckovic、Djordjevic、Pavlovic などの長身選手がミド 
ル、ポストを決めて1点を争う展關となった。14かにディ 


フェンスの 要である 210cm の M. Ognjenovic が、ロシアの 速 
攻時にラフプレーで1発レッドで失格となってからディフ 
卫ンスの リズムが微妙に狂い、粘り も欠き、 連続5得点さ 
れて9 -4 とされ、前半はそのままの点差で終了。終了間 
際に1点を返したが、 14-10 で終了。後半に 入ってもロシ 
ァはコンスタントに 加点、•映勝して3位をあ崔保した。 ユー 
ゴにとっては、 M. Ognjenovic の失格が最後まで響いた一 
戦であった。 

©1 月4曰(優勝決定戦） 


ハンガリー 


'12-3、 
9 — 18 

26 觸長） 



25 


ポルトガル 


[戦評]立ち上がり、お互い堅さが見られたが、3か20秒に 
Mocsai がホ45度からミドルを決めて、ハンガリーが主導権 
を握った。6か12秒ポスト、9分27秒 Kiss のフリースロー、 
10分23秒 Kiss の7 mT と得点。その間 GK 二 Fulop がポルト 
ガルのノーマークシュートを再三好捕したり、ディフェン 
スのがんばりで Coelho のステップが決まるまでの11夕30 
秒間を無得点に抑えた。24分48妙にハンガリーのディフェ 
ンスリーダー Tamas がラフプレーで1発レッドの失格と 
なったものの、ポルトガルを3得点に抑えて、前半で 12- 3 
とハンガリーの楽勝ムードであった。しかし、後半に乂リ 
気の緩みかハンガリーに雑なシュートが目立ちはじめ、そ 
こをポルトガルが着実にコッコッと得点し、15分には5点 
差まで追い上げて来た。その後、ポルトガルは残り5分で 
3点差まで追い上げると、ディフてンスラインを上げてプ 
レス気味にずり、ハンガリーの焦りからパスミスを誘い2 
点差にした。25か45秒にハンガリーに退場者が出てオール 
コートディフユンスで圧迫、スタンドの声援の後押しもあ 
って、27分10秒、29分15秒と立て続けに得点、延長戦に突入。 

延長に入って立ち上がりハンガリーが1分右45度、2か 
サイド、2分18秒速なと連続得点し優位に立ったが、ポル 
トガルも3か25秒、4分53秒に得点して1点差で延長戦後 
半へホ斤り返した。ポルトガルはミスを誘い速攻に繫げて同 
点に、48秒に左サイドから得点してポルトガルが初めてり 
ードした。ハンガリーも1分30秒にフリースローから Moc- 
sai が決め再度逆転、ポルトガルも2分15秒にポストシュー 
卜で再度同点。その後、激しい攻防が続き、ハンガリーの 
3か7秒に得た7 mT を、ポルトガルのノーマークを両 
GK が阻む美技の連発もあって、第2延長かと思われたと 
き、ハンガリーが反則を得て右45度の地点からの最後の一 
投、ノータイムフリースローをお腕エース Mocsai がディフ 
ュンスの左上をかすめてゴール左の中段に決めて劇的な勝 
利を飾った。 


[最終順位] 

①ハンガリー③ポルトガル③ロシア 
④ユーゴスラビア⑤フランス⑥トルコ 
⑦チャイニーズタイペイ⑧チュニジア⑨ルーマニア 
啜)ブラジル⑩ 日本 ⑩中国⑩アルジてリア 









I HF 報告 ♦••••• 

競技规則の変觅と改正（その1 ) 


クリスタ ー-アーノ レ （ IHF / P 民 C ) 
翻訳岸本光夫 


ぉはよう 

こんなに数多くの皆さんがコーヒーブレイクから戻って 
きてくれていてうれしく思っている。 IHF 競拔規則研究班 
の成果についてしっかりと聞いて欲しい。我が P 民 C のメン 
バーの中には、特にあなた方コーチを対象とした話題より 
も先に、競技規則に関する呈示があると腹を立ててしまう 
かもしれないと'じ、配するものもいる。個人的には、それは 
あまりにも悲観的すぎるのではないかと思っている。競技 
規則の変更については、我々はみんなが身近に携わり、そ 
してまた参画していくべきものだ、という考えにみなさん 
は贊同していただけるであろう。この話題に関して、私自 
身あまりにも熱狂的で、皆さんにはその熱狂のかけらでも 
お持ち帰りいただければと思っている。ところで、プログ 
ラムをご覧になるとネムの話は1時間半くらいかかると思わ 
れるかもしれないが、それほど長くならないので安むして 
いただきたい。その代わり、競な規則の話題について特に 
引き続き検討*していただく事項の説明に時間を割かなけれ 
ばならず、今日の午後と明日に各公用語グループにかかれ 
て討議してもらうことにする。 

1,経緯と原則 

A. 研究の 経緯 

今までの長い間、 IHF は4年周期で競な規則の変更と改 
正の研究に取り組んできた。例えば、最近では1997年8巧 
に変更を実施したし、現在我々が議論している変更点は来 
年8巧に導入される予定である。オリンピックの時点で最 
高潮に達するよう、競な規則を変えない期間を設けること、 
及び新しい変更点を提案する前に、前回に変更した競技規 
則の効果を評価できる時間を十かに作ることを意図したも 
のであった。しかしながら、このシステムは世界選手権大 
をがまだ4に1しか開催されていない時代に導入されたも 
のであった。しかし実のところ現を、我々はフランスの巧 
子世界選手権大会でも現行の競拔規則を用いようと考えて 
いる。その代わり、正確に言うと2つのジュニア世界選手 
権大会から新しい競技規則を施行しようと考えている。4 
年每という考えでよいとお思いだろうか？もしそうならば、 
現行の開始と終了の時期に意義があるであろうか？我々が 
皆さんにお尋ねしたいところは、もうおみかりであろう？ 

4年を任期として、のは PRC と COC から直接参画して'持 
別研究班を結成するのが常であったが、今回ははじめから 
COC のメンバー も加わっている。私がこの研究班の コーデ 
イネ イターで あり、 Erik Larsen 氏（デンマーク）、 Juan de 
Dios Roman Seco 氏（スペイン）、 Dietrich Sp お e 氏（ドイ 
ツ）、 Roger Xhonneux 氏 （ベルギー） がその メンバーで あ 
る。 をメンバー 所属の 委員を委員長觸 artan Steinbach 氏、 
Hassan Mustafa 氏、 Peter Muehlematter 氏）と我が PRC 
メンバーの Manfred Prause 氏の援助を受けて、我々は研究 
を巧った。 

この研究班は1998年半ばに発足した。その当時、全加盟 


国の協をにアンケートの回答をお願いした一件を覚えてい 
る方も多いであろう。我々は多くのを合を重ね、この2年 
間ずっと連絡を取り合って檢討し続けてきたのである。事 
実、表象的な改良を少し加えて新しい競技規則書を3々国 
語で作成するという仕事はまだ残っているが、実際の変更 
を提案するという我々の仕事はほぼ終わっている。という 
のは、今日から1週間にわたって開催される IHF 会議で、我 
々の提案に対する採が決議が斤われるからである。それか 
ら、3力国語を用語のうち、萌在では英語を第一を用語に 
するという IHF 採が決!義に伴い、競技規則書のオリジナル 
バージョンが初めて英語で記載されることになるというこ 
とを追加しておく。 

B. 全世界の参加 

今、皆さんに申し上げたスケジュールの通りに進んでい 
くので、このシンポジウムでもし提案するのであれば当然 
急がなくてはならない。皆さん全員にとって、我々の考え 
や提案を修正する最後のチャンスである。多くは、ほとん 
ど議論の必要がないと思っている。しかし、すぐ後で少し 
説明するとおり、いくつかの点においては皆さんの意見を 
聞くまで決定を待っている。だから、皆さんに協力をお願 
いしているのである。 

今回の機会は、我々研究班が進めてきた全計画のまさに 
最後を締めく くるものである。今回はを国協を役員だけで 
なく、各国トップレベルのコーチ、審判長、国際審判員に 
至るまで意見を調査したわけであるから、 J^：Jl 前よりずっと 
大変だったように思う。 Yamassoukro の IHF 総をでは有意 
義な議論がをわされたし、総を後すぐにフィードバックを 
受けたのである。 

しかし、ま年の初頭に行った我々の話し合いでは、特に 
未決定の提案事項について皆さん全員にアンケートを何が 
送るかがネーポイントだったように思う。200通を越える返 
事をいただき、こうして目の前を見ると皆さんの大部かが 
ご回答下さったことが判る。特定の提案事項に関して単に 
回答をいただいたというのではなく、大変役立つものとな 
った。皆さんの多くは変更の必要性に対する全体的な考え 
や、遂行して欲しい独自の考えを我々に提言するチャンス 
を得たわけでもある。実際のところ、今我々が抱えている 
提案事項の多くは、皆さんの回答の中から生まれてきたも 
のである。我々研究班は、このように参画していただいた 
ことに深く感謝している。そして、我々が提案しようとし 
ている事項は、少数の考えた結果ではなく、皆さんを含む 
大多数の考えの集約であることを知っておいていただきた 
いと思うのである。 

C . 競な規則改正の根本原則 

常にはっきりとした原則と目的を基盤にして、我々は競 
技規則を変更し改正していかなければならない。新しい提 
案事項をすべて、ハンドボールを発展させようとする趨勢 
にぴったり合ったものにしなければならないのである。こ 
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の話題について Yamassoukro で大いに議論を巧った。そこ 
では、観衆やスポンサー、マスコミの目にも魅力的で競合 
できる形でハンドボールを発展させていくことに重点を置 
いたのである。 

じI下に述べるように、いくつかの基本的な目標を達成す 
るためには多岐にわたる支持が必要となる。 ハンドボール 
競技の規則は、プレーヤーが素晴らしい技術力を発揮し、 
チームが新しく魅力的な戦術を披露できるようなものでな 
くてはならない。一方で、チームが組織ぐるみで「巧い」 
防御方法を用いたり、プレーヤーがネ目手の怪我をお構いな 
くプレーするようなことにがしては、厳しく評価するよう 
絶えず頭張っていかなければならない。つまり、スポーツ 
マンシップに反する戦術を罰する規則及び解釈を、適宜、 
確立していく必要がある。 

もう一つのはっきりした目標は、次から次へと展開して 
いく連続した動きとスピードを特微とする競技にすること 
である。観客は動きをホめているのであって、不必要で長 
い中断は嫌であり、ボールを所持している チームの 遅くて 
消極的な戦法は聲んでいない。議論の的となるような、あ 
るいは「お役所的」なレフュリーの判定を避けなければな 
らないのは、これまた誰の目にも巧らかである。したがっ 
て、レフュリーが専ら主観に基づいて判定しなければなら 
ないような状況を減らしていかなければならないし、競技 
規則を単純化して不必要制約を競な規則から排除していく 
必要がある。思うに、単純化が今回の我々の仕事のメイン 
テーマであったろう。 

競技規則の変更を提案するじあたって、化界中で、あら 
ゆる レベルで、 適切かつ現実的なものかどうかを常に考え 
なければならない。もし、新競技規則が国際 レベルで しか 
対応できないな術力や人ネオを要するものであれば、これは 
能力に限界のある レベルでは 全く実現不可能な競技規則と 
なるであろう。つまり、エリート集団にぴったり合う競技 
規則というのは ユースレベルには 金く不適切なものなので 
ある。後で、ある4て頁目を皆さんに紹介するが、そのうち少 
なくとも2つは全く根本的なものであり、標準の競技規則 
に は 変更を加えないが、 IHF 主催の大会における特別規定 
として採用されるだろうと考えている（これはやがて大陸 
連盟においても採用されるはずであろう）。 

D . 変更の必要性の程度 

この時点で、果たして本当にハンドボール競技規則の根 
本自勺な変更の必要性があるか、ということについて Yamas- 
soukro で大いに議論を重ねてきた。他種競技とうまく競な 
していく能力が我々にあるのかということについて、多く 


の参加者は強い関と、を示していた。他種競技の規則の特徴 
を拝借するのが最善の方法であると述べた人もいたし、と 
にかく原稿の競技規則にいくつかの大変更を加えるのが最 
良の方策であると意見した人もいた。 

しかし、我々研究班が皆さんのような中む人物の'じ、の内 
を聞けば聞くほど、そして可能な大変更点について議論す 
ればするほど、現時点で探索すべきものは根本的な規則変 
更ではないということがますますはっきりしてきた。一方 
で、現行の競技規則の適用を改良した小変更を望む声がま 
すます大きくなってきたのである。象徴的な例えとして、 
ワールドハンドボールマガジン 誌で Daniel Costantini 氏が 
今後10年間の必然的趨勢について話しているのをつい最近 
知った。彼は、ハンドボール競技や規則における急激な変 
革について語っておらず、その代わりに、競お規則をもっ 
と明瞭に一貫性を持って解釈し適巧することが重要だと力 
説していた。 

というわけで、今これから私が呈示する変更案の一覧を 
見て、皆さんは少し物足りなく尻すぼみの感を抱かれるか 
もしれないであろう。事実、自夕達の結論を見て、もはや 
革命軍ではないのだと、我々研究班は少しばかり落胆して 
いるような気がする。しかし、現時点において必要で望ま 
れているものは円滑化と単純化であると真じむから信じて 
いるし、皆さんや我々自身が今回の検討課題に挙げた素晴 
らしい考えの数々は、そのいずれについても、決して慎重 
な議論をしないで簡単に片付けてしまったわけではないと 
いうことを、再度念を狎しておく。 

2. 競技規則の変更案 

これから、変更案に ついて一つずつ 簡単に説明を巧う。 

全28項目のうち、24項目は競技規則変更に関わることであ 
り、4項目は多か IHF 規定の変更に関わることである。全巧 
目の細部まで立ち入って話をすることはできないし、その 
項目の多くは実際のところ、それほど説明や謙論を必要と 
しないことはすぐにご理解いただけるはずである。勿論、 
本日の午後、各を用語グループで皆さんに議論してもらい 
たい項目については、もう少し説明を加えるつもりである。 

分類して全体を展望しやすくするため、28巧目を7つの 
テーマにかけることにした。これにより、各変更案がどの 
ような意図に基づくものであるかをご理解いただけるであ 
ろう。勿論、変更案のいくつかについては他のテーマにも 
関連してはいるが、このような枠組みの方がいくらか役立 
つであろう。 




W 读か製霖補な夏な わ巧巧い巧のわ巧合わせは 函0120 -39-0971 


• お巧強化 ■ ホ弱体質 
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疾患•妊お巧靴期など 


11 





























A •—賞性の推進，すなわち主観性の削減 

競な規則の中には、プレーヤーの意図の有無を レフ ュリ 
一が判断して判をすることになっているものがいくつかあ 
る。このようなことは一般的に不親切で非現実的な判定根 
拠であると我々は考える。そのような考え方を用いること 
が特に個所では、もしプレーヤーが「意図的に」 ボールを 
サイドラインまたは ゴール ラインの外へ投げ出したならば、 
レフェリーはスロー インではなくフリ ースローを 与えるよ 
うに規定されている。プレーヤーの意図を斟酌せず、判を 
は常に スロー イ ン とすべきであると我々は考えている。 

競技規則書の競な規則解釈1には目下のところ、レフェリ 
一がタイムアウトを「取らなければならない」「原則として 
取る J 「必要に応じて取る」の3種のカテゴリーに夕かれて 
いる。後ろ2つのカテゴリーを区別するのは困難であり、不 
自然でもある。よって「取らなければならない J はそのま 
ま残し、残りの2つを一緒にして「取るかどうかはレフェ 
リーの判断に委ねる」の2種類のカテゴリーに々ける。さ 
らに、2か間退場はすべてタイムアウトを「取らなければ 
ならない」と変更する。 2分間退場は現在のところタイム 
アウトに関して首尾一貫しない状況を生んでいるが、この 
ように変更すれば平穏ですっきりするであろう。 

I 打 F 主催の大会規定において、センターラインからベン 
チまでの距離を 3.5m と規定することを提案する。いすやべ 
ンチをあちらこちらに動かしたりすることは今までよくあ 
った。これは不必要な苛立ちがしばしば原因になっていた 
し、がにオフィシャル席の仕事をしづらい位置にベンチが 
移動する結果となっていた。 3.5m に設置すれば、勿論 4.5 
m の長さがある交代ラインを目前にして座ることにより、 
プレーヤーはすみやかに交代できるであろう。 

一貫性というテーマの中で、 パッ シブプレーの判定とい 
う大きな課題を抱えている。これについては Manfred 
Prause 氏と Dietrich Spaete 氏に後で別に議論していただ 
く予定なので、ここでは詳細に立ち入らない。予告ジェス 
チャーの導入の利点を未だ充分に活用できておらず、レフ 
ェリーもチームもこれを利用してより有効に対応すること 
が重要だろう、ということを私はここでコメントしておき 
たい。あなた方コーチを怒らせるかもしれないが、例えば 
防御側チームのコーチが、攻撃側プレーヤーにもっとプレ 
ッシャーをかけろと防御戦術を変えようとするのではなく、 
レフ卫リ' 一 にプレッシャーをかけることに躍起になってい 
ることなど。 

巨.迅速性と連続性 

試合每に予備のを認球を用意しなければならないにも関 


わらず、ボールが破裂するとか、持ちまってしまうといっ 
た例外的な場合にしか予備ボールの使用を許可しないとい 
うことを、これまで長い間、頭なにずってきた。これは、 
不必要かつ長時間の競技中段やタイムアウトを生み出して 
きたし、レフェリーは大した正当'性もないのにタイムアウ 
卜を取る気にさせられていた。予備ボールを使用していく、 
時間を節約できると思えば、レフてリーは競技中断時にい 
つで も予備ボールを認めることができる、と提案する。 

1997年、スローオフを素早く斤えるようにして、競技の 
迅速性と連続性を高めるように企画した。我々が期待した 
ほど、チームはこの利点を生かそうとしなかったようなの 
で、少々がっかりしている。スローオフが変化することを 
期待しているし、また1997年改正よりも、プレーヤーが取 
り組みやすいものがあるかどうかを探索してきた。センタ 
ーラインのちょうど真ん中からスローオフを実施するとい 
うことに気が回らないのかもしれない。プレーヤーは自か 
の位置に細かく神経をネムわなければならないのである。コ 
ート中央でのフリースローと同様、当然ながら横方向に同 
じ、すなわち約 1.5m の許容範圃を認めてはどうかと考えて 
いる（プレーヤーは片方の足をラインの上に置かなくては 
ならない）。同様に、現行の競な規則では、スローオフの笛 
の後、スローが実施される前に同チームのプレーヤーがセ 
ンターラインを越すと、相手チームにフリースローが与え 
られることになっている。これはお役所的で非実用的であ 
る。笛の音にプレーヤーを集中させ、そのときには違反の 
危:険性なく動きをスタートさせてやるのが、より適切であ 
ろう。 

レフ ェリ ースロー（バスケットボールではジャンプボー 
ルと呼んでいる）は、ハンドボールにおいては比較的新しい 
ものである。これには長所があるかもしれないが、我々は 
短所の方が多いと結論づけた。レフェリースローは長い中 
断を招くし、不自然な形でプレーヤーが移動し、改めて位 
置を取らなければならない。ジャンプのが態が議論の種に 
なることもあるし、またレフェリーがいつも上手にボール 
を放れるとも限らない。レフェリースローはいとも簡単に 
廃止できるであろうと考えた。というのは、金く同がに違 
反するが況は実際上存をしない。またボールが天井に当た 
ってそのままコート外に出れば、ボールが直接コート外に 
出た場合と同じに扱えばよい。また、天ザに当たってコー 
卜内に戻ってきたときは、最後にボールに触れたプレーヤ 
一の相手チームのボール所持とすればよい。このことは、 
単純目月快で前向きな変更と我々は考えているが、一方で1 
つの条項の金で頁目を競な規則書からお消するという過激な 
響きを生じるかもしれない。この改正案について提案や懸 
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念があれば小グループ討論の際に議論していただきたい。 

長年の間、特定の状況においてジてスチャー18を使用し 
てきた(私が何の話をしているのか、お分かりかな？？） 
そう、勿論これは、コート上で負傷したプレーヤーに助け 
が'必要なとき、チームな員が罰せられることなくコートに 
入場できることを示す合図である。不都合なことに、実際 
のところ競な規則では、このジ卫スチャーは両チームのす 
ベてのチーム役員とプレーヤーがコートに入ることを許可 
するとなっている。この事態に対する正当性は何嫂にも見 
当たらない。相手チームがコート上にいる必要性は金くな 
いし、負傷したプレーヤーのチームメイトもコート上にい 
て何かの役に立つわけではない。恐らくはその場に出向い 
ていった全プレーヤーの苛立ちとともに、コート上は言わ 
ば混純とした状況に陥ることがよくある。さらにその後、 
競なを再關するのに多くのが間を要する。したがって、ジ 
卫スチャー18の意味を、怪我をしたプレーヤーのチーム役 
員2名のみがコートに入ることを許す、と変更することを 
提案する。 

次の 項目は、 このセクションのテーマの ように スピーデ 
ィーでスムーズに 流れる ゲームを 目的とした内容なのかど 
うか、議論の余地がある。実際のところ、逆効果になるだ 
ろうという意見も多数ある。今お話しているのは、1試合 
の プレーヤー 登録を12名ではなく、14名までとする考えに 
ついてである。より多くの プレーヤーを 投じることができ 
れば、よリハイ •テンポのゲームを 期待できるかもしれな 
い。しかし、これによってさらに専門性が進んで交代の回 
数が增えるであろうし、とどのつまりは スロー.テンポの 
ゲームを 生み出すかもしれない。専門性が進むこと 事態、 

巧ましい目標であるかどうかも疑問である。ユースのレべ 
ルでは、このような変更の影響に関して逆の見解を示して 
いる。この変更案は特性を助長するのか、若いプレーヤー 
が ベンチで 見学して浪費する時間を增やすことになるの 
か？このようなあらゆる議論の大半は、皆さんの方から出 
てきているものなのである。この問題について競な規則変 
更を提案できるほど徹底的に充分に研究するだけの時間が 
満足になかったため、我々研究班としては妥協策を進めて 
いるところである。世界選手権大会などの規定においては、 
14名のプレーヤー登録の採用について考えるよう、我々は 
IHF に勧告している。このような大会では、チームは13〜14 
日間で9〜10試合を斤っており、1試合に登録できるプレ 
ーヤーの数を增やすことについては、目月白で実際的な正当 
性が得られるであろう。特に、皆さん方の中には14名方式 
の経験をすでに有している方々がいらっしゃるのも承知し 
ているので、小グループ討論の場で根本的な問題について 
議論していただくよう、切にお願いする。 

C . 単純化と効率化 

1996年、4年周期の原則を崩して、ちょうどオリンピッ 
クの時にチームアウトを採用した。私はこの規定は一般的 
に適切なものであると結論づけてよいと考えている。研究 
班には、チームタイムアウトを廃止すべきであるとの提案 
も数力国から確かに届いてはいるが、これがもうすっかり 
定着しているのは明らかであると思う。しかし、今思えば 
チームタイムアウトを導入する際にはかなり慎重だ っ たよ 
うである。なぜなら、ひとつにはハンドボール界にとって 
これがむしろ革命的な考えであったし、またひとつには通 


例と異なる時機で紹介されたからである。請ホしたタイム 
アウトがチームにみえられるのは、たった2つの限定され 
た状況のみであり、このような状況は早々直ぐにやって来 
るとは限らない。どうしてもタイムアウトを欲しいチーム 
が、この限定されたが況となるのに日かも10分も待たなく 
てはならないことがあることはみんな経験しているように 
思う。それよりも、チームタイムアウトをみえられる2つ 
のうち1つの状況がすでに生じているときに、コーチが夕 
イムアウトを請求すると、レフェリーにとってもタイムキ 
ーパーにとっても極めて素早い対応を迫られることになる。 
したがって、チームタイムアウトを請求できる場合を自チ 
ームがボールを所持して競をしているとき、またはボール 
を所持して競技再開を待っている時に限れば、速やかに夕 
イムアウトがみえられることになるであろう。と同がにチ 
ームタイムアウトを請求する際にはグリーンカードを用い 
ることが惟一の方法であると規定する。 

延長戦の時には、プレーヤーへの戦術的アドバイスのた 
めの磯をやチームタイムアウトがないことを懸念する声が 
一部のコーチから出ている。一方で延長戦の前半終了後に 
休憩時間がないにも関わらず、コートを交代するがにどう 
してもロスタイムが生じる。コーチと議論しないようにし 
て素早くコートを交代するよう急がす必要が生じてくる。 
この両者を同がに解決するために、延長戦でコートを交代 
するときに1か間休憩が間をおくことにする。こうすれば、 
チームは早くベンチをを代し、その残り時間で戦術につい 
て話し合おうとするようになるであろう。 

ボールがゴールキーパー によって ゴールエリ ア巧で止め 
られたが況と、 ボールがゴールラインを 越えて ゴール 後方 
に出ていった状況とでは、数年前からその両者の違いはあ 
る程度なくされてきたが、今なお、いくつか残っており、 
時に混乱を招いている。後者の状況は、勿論、競技規則第 
12条に則って ゴールキー ハ。ース ローと なる状況である。我 
々が 提案するのは、両者ともゴ' —ルキ^ ー ノ ースロ^ 一の遮用 
を受ける状況として扱うことである。これにより、 ゴール 
キー ハ ° 一が 一旦 ボールをコントロールす ると、 ボールがゴ 
ールエ リア ラインを 越えるまでは再び インプレーに ならず、 
そして自殺点の可能性もなくなることになる。 

単純化が必要なひとつの状況として何年も討議されてき 
たものに、競技時間終了後に実施しなければならない フリ 
ースローが ある。皆さんの中には、このような ゴールに よ 
って決定的な得点が入り、勝利あるいは敗化の興奮の禍に 
巻き込まれた方もいらっしゃることだろう。しかし、この 
規定はますます芝居じみて苛立たしいが況を造り出してい 
るのである。つまり両チームは互いに欺き合おうとし、レ 
フェリーが 状況を コントロールす るまで長い時間を要して 
いるのである。さらに、最終的には フリースロ ーは不正な 
形で実施されてしまうのである。本日の後の講演の中で 
Juan de Dios 氏と Roger Xhonneux 氏に考えを披露しても 
らう予定であり、このルール状況をどのようにして単純化 
するかついてあなた方の考え方を待ち受けることになるだ 
ろう。 （次号につづく） 
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NTSSOOO セトレー弘々 «» 



NTS センタートレーニングは、8巧〜9巧にかけて全国 
9ブロックで行われたトレーニング結果をもとに、12月24、 
25日に小学を男女(攝市)、高校女子は U —19との連携を取 
り（名古屋市）実施いたしました。今回は、これまでのセ 
ンタートレーニングと 「 U -16 選考 & NTS センタートレー 

トレーニングは、 じ I 下の目程で行いました。 


ニング」とし、な下の目的により1巧13、14日に開催した 
標記トレーニングについて、アンケート結果を中'じ、に報告 
します。 

目的： ①従来実施されていた U —16の選考合宿を NTS 
と連動し、各県各ブロックから競い合って選考されてきた 

有望な競な者から、将 
来世界で活躍できる競 


i 月13日 

中学生 

指導者 

14 ： 00 

体育館で受付後、着替え 

受付後、移動 

14 : 15 

オリエンテーション.ウ オー ミングアップ 

トレーニング見学 


コーディネーション.ボディーコントロール etc 

指導方法のお擔 


GK トレーニング•シユートコントロール 

指導ポイントの検討 


Man —Man *2 — 2 グループ戦術 

3 - 3のグループ戦術 

トレーニングのヒント抽出 

16 : 15 

U -16 選考ゲー厶 


17:15 

宿舎へ移動 

宿舎へ移動 

18 : 30 

入浴-夕食 

入ぶ-夕食 


VTR による指導 （ NTS で準備） 

VTR じよる指導 （ NTS で準備） 

戦術-技術などデイスカツシヨン 


栄養•水み補給など（大塚製薬） 

栄養•水み補給など（大塚製薬） 

22 : 00 

就寝 

就寝 

1月14日 

中学生 

指導者 

7 : 00 

起床 

起床 

7 : 30 

朝食-部屋清掃-事務手続き 

朝食-部屋清掃-事務手続き 

8 : 30 

体育館へ移動（荷物を持っていく） 

体育館へ移動(荷物を持っていく） 

9 : 00 

ウォーミングアップ 



U — 16選考ゲーム 

U - 16選考ゲーム見学 

12 : 00 

昼食 

昼食 

13 : 00 

アンケート提出後、解散 

アンケート提出後、解散 


技者を U —16の日本代 
表とする。②若年層の 
指導強化の巧点として、 
U —16のスタッフは勿 
論のこと、全国の優秀 
な指導者が一堂に集ま 
り、将来の世界で活躍 
する競な者育成につい 
て共通の知識-認識を 
持って、常に新しい方 
向に進む。③ NTS セン 
タートレーニングでの 

指導方法は、常に世界 
を見つめ研究したもの 
で、最先端•最高の指 
導を実施する。そして、 
この指導方法を全国の 
指導者に NTS を通じ 
て、伝達し、指導方法 
の一貫性と将来の有望 
な競技者育成の±台と 
して活用する。 


【役割分担】 

「 U —16監督.コーチ」 

• U —16代表選考 

•ゲームでのチームみけ、メンバーチェンジ 
•トレーニング に関する アドバイス 

「 NTS 委員」 

■受付•事務手続き 

•ウォーミングアップから戦術トレーニングまでの指 
導 

•ゲ^ームレフェリー 

な下の表は1(悪い）—— ► 5 (良い）で表しています。 


小学生男女巧目人)- 

楽しくできましたか？ 


己 



0 己 10 15 20 

认) 


14 




























中学生男み (7 日人) 



このような機会を増やして欲しいですか？ 



从) 


指導者(加人) 
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ァテホ作戦スタート 

いよいよ2004年のアテネ•オリンピック出場を目指 
す強化計画がスタートすることになった。何しろ、ハ 
ン ド ボールが オリ ンピッ クのひのき舞台に立ったのは 
実に"遠い"昔のことであるのは、皆さんご承知のこ 
とであろう。男子は1988年のソウル大会なホ3大会、 
女子は1976年のモントリ オール 大会を最後に6大会も 
出場権を逃し続けているのだ。 

そうしたが況のが破を念頭に、昨年の春に立ち上げ 
たのが「アテネ強イヒ特別委員を」である。とにもかく 
にも「強い ジャパン」 の再建が主目的であることは言 
うまでもない。 

そこで今回、その第一弾としてを表されたのが選手 
強化策。まずは男子に絞って、 ヨーロッパの トップレ 
ベルで ある スペイン 留学を実施することになった。既 
に バルセロナに 強化拠点を設け、各国の レベルを 始め、 
化界の最新の戦術、技術などの収集に乗り出している 
という。 

選手は将来的に日本を背負って立つ若手に絞り、最 
大で7人を予定しているというが、今回は学生、実業 
団合わせて6人が2力月の予定でバルセロナヘ旅立っ 
た。スペインリーグのセレクションを受けるためには、 
この時期が最も適している。どのレベルのクラブから 
オ ファ ーが来るかも楽しみである。 

スペインではとにかく "ハンドボール漬け"にして、 
世界トップレベルに接し、ありとあらゆるものを吸収 
させ、それを還元させることも目的のひとつである。 

派遣される先取は、いわばフレッシュな目で世界を 
経験し、大きくはばたいてもらいたいものである。園 



フダ ースロー ^9/ 

/tee (mcM/L 

内だけでの「井の中のカワズ」では、世界からは遠の 
いてしまう危険性がある。厳しい戦いを乗り越えて、 
コートに立ち結果を出すのは、並み大抵なことではな 
いだろう。でも、そうしたことを身を持って体験する 
ことも、また大きな収穫ではなかろうか。 

さらに付け加えれば、留学費用をバックアップして 
くれる企業などへの"恩"も忘れないでほしい。今の 
厳しい経済界にあって、あえてバックアップすること 
は大変なことだろう。そうした中、あえて協力しても 
らえることは、それだけ責任が重いともいえよう。 

緒方強化委員長は「ハングリー精神を持って、厳し 
い戦いをクリアしてほしい」と話している。7人の中 
には「大化け」する選手がいるかもしれない。そうな 
ればこの初めての企画は大成功だ。 

なんとしても、みえられた期間をハンドボールに体 
力、精神力、技術などすべてをつぎ込んで、アテネへ 
の道を大きく關いてもらいたいと思うのは、私だけで 
はないはずだ。継続させるのは、特に最初が肝'じ、。そ 
ういった意味からも、今回の第一陣はあらゆる面から 
注目されていることを肝に命じておいてほしい。 



日本を継承 


ツトフオルムに、 
プモデル。 


みな 


株鮮巧 アシツクス 馨インターネットでアシックスの情報を提供しています。 http://www.asics.co.jp/ 

•表示価格は全て消«税おきのメーカー希望小完価をです。參®は㈱ァシックスの登録を括です。寒を品についてのお問い合わせは、株が会れァシックスお客糕巧該ままでどうぞ。 
本社/〒 650-8555 巧戸巿中央区港島中町 7T 目1巧1 TEL(078) 303-2233 呆京支れ/甲 130-8585 ま京都呈西区お糸 4T 目10をり号 TEL(03) 3624-1814 
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The MlUAEt of MimtS 

ネットワークがひろがって、マイルがまちに財めやすく、巧いやすくなりました。 

今、全日空の空が大きく広がろうとしています。充実した国内線はもちろん、国照的な晚空会社ネットワーク「スターアライアンス」への加盟により、 
国襟線もさらに披大。マイレージも、ぐっとワイドに巧まります。選ぶなら、やっぱり 「 ANA マイレージクラブ」。貯めやすさが断がちがいます。 



を B を(劇 I ア-ニプポン饋， エアカナダニパ-)ンドが？卜 ; 献 5 J お悠スカンジナビ顺タイ国巧れ巧ユナイテが•けブ為端を トストリ:〜 e 為 ; 施 ' レ - シアがをシンガボ - ルな S wh ， 


ANA マルージクラブ 


10月31胃を因空は、スターアライ: F ンスに加驢。惜界112ヶ圍が上7^60扮上の都市をネット7-"クで結び絮ず。 








幫结蒙ロム萄勵润讀 

前号に引を続を2つのかぎ生クラブの活動報告をごおないたしまず。 


J 


■像瀬 A ンドボールクラブスポーツか年圆けみ県） 

はじめまして、横瀬 ハン ドボールクラブスポーツ少年団 
です。 

私は監督をしています小川哲弘です。職業は小学校教師 
です。 

現在、大分県内に7 つの 男子 チームが あり、 どのチーム も 
熱むな指導者のもとで、がんばっています。 チームの 存続 
が年々難しくなっている中、子供たちや保護者が入部をは 
たらきかけ、部員数の維持•増加に向け、努力しています。 

横瀬ハンドボールクラブの部員数は6年生9人、4年生 
9人、合計18人（残念ながら5年生は0人）で楽しく活動 
しています。 （2001 年1月現を） 

1988年(昭和63年）にクラスの仲間づくりを目的に秋吉先 
生が子供たちに呼びかけ、その後 ハン ド ボールスポーツ 少 
年圓として結成されました。1991年に全国大会出場と九州 
大会優勝を果たしています。その傲低迷が続きましたが、 
1997年(平成9年）に九州大会に出場しています。 

私が、普ハンドボールクラブを指導しはじめた1年目（平 
成10年）から運よく全国大会に化場することができ、成績 
はべスト8でした。2年目は、予選敗退で全国小学生男子 
ハンドのレベルの高さ（特に九州各県チームの強さ）を痛 
感しました。3年目 （2000 年）は、5年生からレギュラーと 
して活躍していた子供が3人おり、横瀬チームとしては過 
ま最高の全国3位になることができました。 

ここ3年間 （1998 〜2000年)、全国大会に出場することが 
できましたが、大分県内の予選は決して楽に勝ち得たもの 
ではありません。巧野西小や巧野化小との1点を争う接戦 
を制しての全国切符でした。接戦を勝っての劇的な県内優 
勝は格別で、試合終了のホイッスルが鳴った時は、みんな 
大喜びでした。 

1学期の終業式の時には、金校のみなさんが全国大を出 
場激励化巧式を催してくれました。横瀬小の先生おや友達、 
保護者など地域の方々みなさんから温かい激励の声をいた 
だいたことを感謝しています。 

横瀬のみなさん、本当にありがとうございました。 

指導方針としては、ハンドボールの技術向上だけではな 
く、「ねばり強くやり拔き、ながつづきずる力」「かんがえ 
る力」「まなびあう力 J を子供たちにつけることをめざして 
います。「な」と「か」と「ま」で「なかま」です。 

21世紀を迎え、携帯電話、 パソコン、 インターネットな 


ど益々便利な世の中になり、いながらにしていろいろな情 
報を入手でき、音声や文字による通信が簡単にできるよう 
になった反面、自夕の身体と頭や'じ、を思いっきリ傻うこと 
が少なくなってきている気がします。学校でも、いじめや 
不登掀学級崩攘などの問題が深刻化し、社を問題となっ 
ているこの頃です。 

今の子供は、遊びの中で学習ずることが少なく、地域の 
方々とのふれあいもほとんどありません。汗びっしょりに 
なるまでホり回ったり、けんかしたり、いたずらをして近 
所のおじさんから叱られたり…。私たちが子供の頃は、学 
校外で学ぶことがたくさんありました。 

きついこと、嫌なことから逃れたり、楽な方に流れると （ 
ころは子供のみならず、大人にもあります。反面、できな 
いことをできるように努力ずること、きつくてもがまんし、 
わばり強くやり通すことも人間なら誰しもが潜在的に持っ 
ている力です。そして、それを達成した時の喜びは大変大 
きなもので、次の課題にチャレンジしていく意欲にもつな 
がります。その中で思考力が育ち、さらに友達と教え合っ 
たり、励まし合ったりする r 学び合う力」が育つと信じてい 
ます。そういう学習を重ねることで「なかまづくり」がで 
き、チームワークが作られていくと思います。 



《棘習は週3〜4回（火曜、木曜、金曜と±曜日は練習試 
合2時間)〉〉 


①ランニング (10 か）③ストレッチ運動③キャッチボー 
ルパス練習⑤シュート練習（休憩）⑥速攻⑦ゲ 
ーム（かたづけ）（解散） 

キャプテンを中' じ、 に個人のめあてとチームのめあてをも 
った主体的な練習を目指しています。声を出すことを忘れ 
ずに、常に活気のある練習をこころがけています。特に、 
小学生の場合、練習回数やが間は少なめに能率的な練習が 
重要だと思います。 

また、 ハン ドボールな術のレベルアップも大巧ですが、 
小学生の場合は特に ハンド ボールの魅力や楽しさを知るこ 
とが最も重要です。 

私は小学校教師をしていることから、学校教育という違 
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う角度でハンドボールというスポーツを述べさせていただ 
くと、ハンドボールは、現学習指導要領では小学校の体育 
学習の内容とはされていませんが、ゴール形態はサッカー 
系、ボール.コントロールはバスケット系が要求されるこ 
とから、ほとんどの子に経験がないものの、容易にゲーム 
が成立可能であり、楽しく運動できる集団スポーツです。 
さらに2002年度から実施される新学習指導要領では、「高学 
年のボール運動に ついて、 地域や学校の実態によってハン 
ドボールを加えて指導することができる」となっています。 

子供たちは、低学年の頃から、体育がや休みが間にドッ 
ジボールに慣れ親しんでおり、「投げる」運動を特に好みま 
す。ドッジボールは、相手にボールを当てることが得点で 
すが、ハンドボールは、2 つの チームが入りをじって、ノ、。 
スやドリブルをしてボールを運び、ネ目手ゴールに投げてシ 
ュートして得点を競い合う運動です。子供たちが巧む「走 
る」「跳ぶ」「投げる」の3 つの 運動が盛り込まれたハンド 
ボールは子供達の運動欲求を満たし、ゲームの楽しさを追 
なできるすばらしいスポーツです。 

そのすばらしい スポーツ である ハン ド ボールを 一人でも 
多く の 小学生に知ってもらい、 ハン ド ボールを 通じて' じ、 身 
ともにたくましく成長してもらいたいと強く願っています。 

そして底辺である小学生ハンドを今な上に広げ、レベル 
アップすることで中学、高校、大学、社会人とハンドボー 
ル金体が発展していくことを期待致します。 



■京扭诏帝立挑園か学按 A ンドポールチーム炼都府) 


①団体名•指導者名… 

京田辺市立す化園小学校 ハンドボールチーム 
監督•西城誠一 


②所属虎童数…平成13年2月現を 



3年生 

4年生 

己年生 

6年生 

合計 

男 

子 

14名 

10名 

8名 

11名 

43を 

ホ 

子 

10名 

8名 

9名 

6名 

33名 

ム 

計 

24名 

脱 

17名 

17名 

76名 


③ハンドボールチーム発足の経緯 

京田辺市といえば、小学生 ハン ドボーラーにとってはい 
わずと知れた、全国小学生 ハン ドボール大をの開催地であ 


ります。 

京田辺市が、昭和63年に開催される京都国体のハンドボ 
ールを場に決定したことをきっかけに、昭和61年から、市 
内9小学校でハンドボール教室が教育委員を主催で開催さ 
れるようになり、市内小学生の大会、京都府大会、市内小 
学生交流大会と開催されるようになり、昭和63年から開催 
されている全国小学生ハンドボール大会も13回を数えるに 
いたりました。 

そのことから、市内9小学校でハンドボール競技が急速 
に普及し始め、每年6巧に開催される市の大をでは、学年 
男ホ別に40チームな上が参加し全国大ををめざして熱き戦 
いが見られます。また先日、2巧24日に關催された市の小 
学生交流大会では、3年生な上の学年男女別62チーム‘521 
名が参加し、4会場•日コートにかかれて熱戦を繰り広げ 
ました。 

桃園小学校においても、昭和61年からハンドボールチー 
ムの育成に取り組み、チーム結成巧年を過ぎました。平成 
8年には、第9回金国大をに女子チームが初出場•メダル 
獲得を果たしました。の I 来、女子チームは全国大会に4回 
出場し、ベスト8、3位、準優勝という成績を残していま 
す。一方、市の大会で強豪を相手にあと一歩のところまで 
粘りながらも、全国大会出場を果たせなかった男子チーム 
も、昨年度の大会で念願の初出場を果たし、一戦一戦自信 
をつけ決勝戦にまで進出することができました。 



④指導にあたつて特に留意している事項 


近年の子ども達の運動能力•体力の低下は著しいものが 
あります。塾や習い事などで、放課後に体を動かす時間も 
少なくなり、運動能力-体力の低下や遊ぶ機をが少なくな 
ったために人とのコミュニケーションも希薄になってきて 
います。 



興奮をやすらぎに…… 

シヤンピアホみンククレープ 

C ★スポーツ団化特別巧を制度をご利用 < ださい。 J 



如ンピアホテル名ち屋 

干 460-0003 名を屋市中区锦 2-20- 5 0052 (203)5858 代巧 

•を通化 T をを出揉伏見巧より巧へ巧ホ5み 

化下を呆山按栄 IR より西へ巧ホ8みタクシーはち古をがより8み 



^ヤンピアホテル大阪 

干 530-0052 大阪巿化区南扇巧 6-23 006(63 1 2)5 151代巧 

■をぶ巧が按巧大巧巧からタクシーで iO み 

大巧ををからタクシーで20み(阪神がを）大阪巧から巧町まで巧ホに々 

設がのごち内•ミーティンタレーム•全自か紙 g 檐•乾燥粗設显鲁 VHS ビデオ設远 


■己がンピアホテル赤巧•シおンピアホテル青山♦シトンピアホテル巧府 
♦方]なたントビアホテル•大津シおンビアホテル まレエンタ-プライス巧巧をな 
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そんな中で、ハンドボールは「走」「跳」「投」のバラン 
スがとれているだけでなく、「瞬発力」と「持久力」の相反 
する双方の力や「敏捷性」や「力強さ」も要求されます。 
小学生にとってハンドボールは、運動能力や体力を高める 
のにもってこいのスポーツです。また、選手交代が自をで 
あるハンドボールは、チームワークを高めることが容易で 
す。低学年時期にドッジボールでボールを投げる喜びやゲ 
ームを楽しむ喜びを覚えた児童は、 3年生からハンドボー 
ルをはじめることを楽しみにしています。 

3 - 4年生時期には、体の負姐を考え練習回数を±曜日 
の週1回にとどめるようにし、週末が近づ'くと「ハンドボ 
ールがしたい」という欲求を高めて練習に参加できるよう 
にしています。技術指導は、基本的な運動能力•体力のお 
上を第一とし必要最低限にとどめるようにしています。例 
えば、3年生時期には、シュートもステップシュートの指 
導にとどめ地肩づくりをします。反復的な練習により、け 
がをしない体作りをするとともに、上学年の練習を見て、 
「技術習得したい」という児童の欲求を高めます。試合で 
は、戦術やお術に頼らないようにし、のびのびとプレーさ 
せるようにしています。また、ハンドボールを通して仲間 
とス ポー ツ を楽しむ喜びを十分に味わわせるように' じ、 がけ 
ています。勝ちも負けも味わう中でこそ、「試合に勝ちたい」 
という気持ちが高まってくるのではないかと考えているか 
らです。 

児童の欲求•気持ちが十分に高まった5年生からは、平 
日の放課後時間を利用して週4〜5回の練習を行います。 

5 - 6年生合同での練習の中で、 フィジカル 面 •メンタル 
面ともに大きく成長していきます。 

桃園小学校では、このハンドボールを保護者の願いから 
「体づくりの場（フィジカル）」「仲間づくりの場（コミュ 
ニケーション）」「自信をつける場（メンタル)」を実践する 
活動であると考えています。 

⑥地域社会と学校との連携-関わり方じついて 

京田辺市は、小学生全国大会の開催地であり、市をあげ 
て小学生の ハンドボールの 活動に力を入れています。教育 
委員を主催で每年、巿内全小学校で3年生 J^：Jl 上を対象にハ 
ン ド ボール 教室が実施され、各校で ハン ド ボールの 活動が 
活性化していきます。 

また、全国大会を巧点とした市内小学生大会•市内小学生 
を流大会の実施、全国大を•近畿大を•京都府大会に向け 
ての中央教室の実施、各大会参加に対する援助等、教育委員 
会の協力を得て、ハンドボールの活動が成り立っています。 

こんな協力体制の中、桃園小学校では、学校と保護者や 
地域と協力し合って活動を推進しています。指導について 
も、教員や保護者、地域の方、 OB-OG などが連携しなが 
ら、教えています。また、大会向け練習では、市内中学校 
のハンドボール部に協力を得て活動しています。 

いわぱ、少年団でもなく学校のクラブ活動でもない学校 
-地域-斤政が一体となっており組んでいる、他にあまり 
例のないスタイルの チームな のです。 


忘れてはならないのが保護者をの全面的なサポートです。 
子ども達が、安也、して活動できるように、各家庭での日常 
のフォローはもちろん、保護者同±の連携を取り合いなが 
ら活動をバックアップしていただいています。会費の徴収 
や スポーツ 保険の手続き、子ども達の送迎や健康管理など 
也、強い支援です。練習のない日でも、運動場では親子でハ 
ンド ボールを 楽しむ姿が垣間見られます。 


⑥ある日の練習メニュー （5 - 6年生) 


時刻 

時間 

メニュー 

13:00 

10み 

◊準備運動. ストレッチ 


5み 

◊ランニング' 


15み 

◊フットワーク 練習 

• ダッシュ、ダッシュ&ストップ、ダッシュ&夕ーン 

• 6 m 2 9 m ダッシュ& ノ くック 
• サイドステップ、バックステップ 


日み 

♦休憩 

13:3 日 

巧み 

◊パス 練習 

-コンビノ《ス（ショート、ロング、ランニング） 

• 四ちパス、云ちパス 


20み 

◊シュート練習 
-ステッ:グ、ジャンプ；フェイント 

• ポジション別シュート 

-1人速攻、コンビ速攻、スリークロス 


10み 

♦休憩 

14 ク〇 

15み 

◊ 3 対 3ミニゲーム 


15み 

◊ハーフコートでの6巧6 


10み 

♦休憩 

15:00 

6日み 

◊ゲーム（己- 6年男ホ別） 

16:00 

10み 

◊クールダウン 

-ランニング、ストレッチ 


巧み 

♦ミーティング 

16:30 

脉 

♦片付け 


⑦他団体指導者への助言等 


前述のとおり、市内全小学校で ハン ド ボールチームが 活 
動しているので、大会な外にも合同練習や練習試合を定期 
的に斤い、切磋琢磨しつつ、お互いのレベルアップを目標 
に巧流を図っています。 

また、指導者同±も市内小学生チームのトータルレベル 
アップを目標に指導方法を交流しあっています。 

⑧その他-目標等 

平成12年は、ネ刀めて巧ホアベック出場を果たしました。今 
年も激戦を勝ち拔き、ぜひ男女アベック出場•メダル獲得 
を果たそうと子ども達もがんばっています。子ども達の願 
いに沿うような、よきす旨導をこれからも'じ、がけていきたい 
と考えています。 

子ども達は、大会•試合ごとにいろいろなことを経験し 
成長していきます。 このハンドボールの 活動で「体づくり 
の場（フイ-ぶ乃ル）」「仲間づくりの場 （コミュニケー シヨ 
ン）」「自信をつける場（メンタル)」を実践することによ 
り、子ども達の健やかな成長を願っています。 
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人物登場 〜そのとま活離しを人々〜 

さて今画登場いただくこの人は… 


深美成男さん 

(昭和12年12巧9曰生） 

都立 墨 田 j り高校出身。その後東 
京教育大学へとすすみ、卒業と同 
時に監督 I こ就任。2部落ちと1部 
昇格への苦しみを巧わった。羽田 
工業-東村山など都立高校を歷任 
し、芸術高校の校長を最後に定年返職。現在は、都内の2 
つの中学をかつて全国制覇に導いた青木徹先生が理事長を 
務める埼玉県の開智学園中学-高等学校の副校長。東教乂 
•筑波乂ハンドボール部 0 B 会（客が会）①会長として、 
現役部員達を温か<見守っている。 

A ンドボールとの出会いに 
ついて教えて下さい。 

私がハンドボールを始めたのは都立墨田川高校の体育の 
授業でした。当が、が本重錐先生伉日本協舍理事)が在職 
されていて、ハンドボールがとても盛んな学校でした。高 
校時代は目立った戦績はありませんが、3年になりハンド 
ボールがとても面白くなってきたとき、が本先生から東京 
教育大には国立大唯一の「体育学部」があるのでそこでハ 
ンドボールを続けてみては、とすすめられ、迷わず進学し 
ました。学生時代にはが本先生のほか、岡が昭二•佐野和 
夫(いずれも元日本協を理事)先輩などから指導され、監督 
も岡が氏が務めていました。卒業後、その後を受けて監督 
を8年務めましたが、故化井晴次君•大西武 S 君（現•筑 
波大監督）•平岡秀維君（現•東海大監督）などがナショ 
ナルプレイヤーになってくれたことが喜びでした。 

時の八ンドボールは 
どのよラなちのでしたか。 

11人制では 35 m ラインがあり、フォヮードだった私はま 
る練習がとても辛かったです。でもシュートしたときの爽 
快感は格別でしたわ。当時の関東学連は芝浦工大の全盛期 
で 、、芝浦や日体大にどれだけ得点するかが私の一番の目標 
でした。年の暮れには7人制の「全日本室内選手権」が巧 
われていましたが、今の技術とは程遠く、11人制と大して 
違わないな巧でした。11人制も7人制も、全日本総合はフ 
リー エン トリー。いかに チーム 数が少なかったかが思い起 
こされますわ。20年ほど前に、縁あって東大と京大の定期 
微の審判をしたときに、私と同化代の OB 戦は11人制で巧 
われて、何ともおおらかな感じと共にとても懐かしかった 
ですね。学生時代には東西対抗に選拔されたこともありま 
した。全日本女子の監督だったホ薫氏もそのときのメンバ 
一の 一人でした。 


|1ンドボ~ルを通して忘れられない 
/ \思い出を教えて下さい。 

そうですね、かつて『日本ハンドボール史』の「私の思 
いでの1試合」にもごくわずかな文章を書かせていただい 
たのですが、昭和34年、第11回全日本総合選手権が熊本県 
水侯市で巧われたとき、当が水俟病で騒がれていたその地 
を自らの目で見てきたことは、その後教職についた私には 
本当に役に立った経験でした。プレイヤーとして、また指 
導者として、約45年間ハンドボールに巧ちこんできた私に 
とって思い出は沢山ありますが、多くの後輩が全国各地で 
指導者として、また審判や現役のプレイヤーとして活躍し 
てくれていることは同好の±として本当に嬉しいかぎりで 
す。また、ハンドボールの教え子も300人を超え、それぞれ 
一人一人がハンドボールの思い出を持っていることも、教 
師冥利につきる思い出ですわ。 

の曰本八ンドボール界に 
3望むことは何でしよラか。 

私は高校生の体育を指導していて、ハンドボールはとて 
も良い教材だと思っています。異動したそれぞれの学校で 
も、同僚にも訴え、それを理解してもらい、常にハンドボ 
ールを取り入れて来ました。ゴールポストを手作りして授 
業をしたこともあります。しかし、今までの学習指導要領 
が'バ'スケットボールとの併例だったこともあって、ともす 
ればポピュラーなバスケットボールが優先されがちだった 
ことは否めないでしょう。その理由は、やはり指導者不足 
にあると思いまず。約20年前の10年間、故難波俊夫氏（日本 
女子体育大学教授）の要請で、同大学のハンドボールの授業 
に携わりました。将来教職に就くであろう学生に手作りの 
プリントを配布し指導法を講義していると、それを知った 
難波氏が二人の共著を出そうと提案してくれました。専門 
としていない人にでも指導出来易いようにと無い知恵を穀 
ってわかりやすい文章で技術段階を追った内容の本を作ろ 
うと話し合いました。他の種目を專なしていたを業生から 
「あの本を参考にしながら、今部活でハンドボールを指導 
しています」などの便りがあった時はとても嬉しかったで 
すわ。近年小学校の学習指導要領にもハンドボールが乂っ 
たことを耳にしましたが、スポーツ少年団でハンドボール 
を指導している大西武 S 夫妻の努力が報われつつあると大 
変に嬉しく思っております。項点はぜひオリンピックの出 
場を果たしてもらいたいが、ピラミッドの底辺を広くする 
と共に、高さも高くする努力も併せて巧っていく必要があ 
るとつくづく感じております。日本協をがそのリーダーシ 
ップを取ってくれることを、切に璧んでおります。 

深美さん、どうもありがとうございました。 

夕号もお楽しみじ。 







#( 平な 1 ミを度きき罵か学校八ンドボール研巧養食親告）# 


し期曰 平成12年11巧18日の 

2. 会場 岩手県立盛岡第二高等学校体育館及び視聴覚室 

3. 参加者 103名(参加者 リスト 参照） 


小学校校長 

1名 

小学校教諭等 

55名 

中学校教諭等 

日名 

スポ少指導者 

3名 

高校教諭 

5名 

指導主事 

2名 

会長 


二高 ハンドボール 部3年生 

日名 

岩手大学附属小学校4年生 

2日名 

盛岡市立が園小学校4年生 

1名 


4.テーマ 「ボール運動教材としてのハンドボール」 

日•趣旨 

平成10年度小学校学習指導要領が改訂され、ハンドボー 
ルが「ボール運動」として初めて採用された。このことは、 
学校体育において、児童生徒の体力•運動能力の低下が指 
摘されている昨今、じ I 下のようなハンドボールの運動特性 
が、教材価値として認識されたものと捉える。 

①子供たちの発育•発達を促すのに遮したバランスのとれ 
た運動教材である。 

③教材づくりや戦術学習が、比較的容易である。 

③小学生にとっては、ボール操作が容易で、取り組みやす 
く楽しくできる。 

また、小学校期に ハン ドボール型のボールゲームに親し 
むことは、 生涯 スポーツへの 参加意欲を高める ことにつな 
がるものと考える。 

本研究集をは、このようなハンドボールの魅力や特性、 
教材性について理解を深めるとともに、小学生に適したハ 
ンドボールの授業づくりについて研究協議し実践的指導 
力の向上を目的として關傕するものである。 

目.内容 

( 1 ) アトラクション 

小学校4年生の授業で巧ったゲーム 
岩手大学教育学部附属小学校4年生 
指導者三浦健成教諭（姐似 

碟内典巧教諭（ハンドボールクラブ担当） 

(2) 開会行事 

あいさつ 岩手県 ハンドボール 協をを長箱崎敬吉 

( 3 ) 講義 

「ハンドボールの 授業に ついて」 

水が教育事務所指導主事兼保健体育主事山本繁 

① ボールゲームの教材蘭発のすすめ 

② ボールの いろいろ、その選び方 

③ 文部省指定校の和奠西小学校の実践発表(ビデオで説明） 
(4) 講演 

「ハン ド ボールの 教ネオ価値に ついて」 

秋旧大学助教授（日本ハンドボール協を）佐藤靖 


ハンドボールのゲームの 礫造特性 

ハンドボールの教ネオ価値 

ビデオ鑑賞（世界の子供のゲーム遊び） 

(5) 実技 

「ボール遊びからボ^ール運動 ハン ドボールへ」 

水沢教育事務所指導主事兼保健体育主事山本繁 
大船渡教育事務所指導主事兼保健体育主事ネ白舘秀一 
盛岡第二高校教諭中島昭语 

岩手歎員クラブ部員 

化上巿立鬼柳小学校教諭平澤和史 
前沢町立古城小学校教諭高橋昌平 
前沢町立前沢小学校講師佐藤正輝 
盛岡二高ハンドボール部3年生5名 

使用球 . 小学生用ハンドボール（モルテン） 

使用ゴール… 正規の ハンドボールゴール 
①準備運動-体操.じゃんけん磐.ストレッチ • ものまね走 
③ ブレイク- スルー （くぐりなけゲーム） 

③ キャッチボールー人 

④ ドリブルサバイバル ゲーム 

⑤ キャッチボールニ人組 

⑥ ミ主义付けキャッチボール 

⑦ ハンドボ'—ル型ボ ー ルゲ' ー ム 

ア、低学年向け的当てゲーム 「シュートゲーム」 

ホ性の参加者で体験 

イ、中学年向けゲーム「バウンドボール」（ポートボ 
ール型のゲーム） 

男性の参加者で体験 

⑧ ハンドボール 

了 、男性 チーム VS 男/性 チーム 

イ、男性チーム VS 女性(現役プレーヤー）チーム 

ウ、盛岡二高ハンドボール部3年生 （+ 指導者 ） VS 


実技講師 チーム 



7. 成粟と課題 


〇全国研究集会を受けての巢研究集をであり、テーマ•趣 
旨、巧容とも適切であった。 

〇岩手県協を主催の研究集会としてを長自ら挨搂に出向 
いてくださり、初の試みの研究集会として権威あるもの 
となった。 

〇講演に日本協会を代表して、秋田大学の位藤靖先生にお 
いでいただき、しかもすばらしい講演内容とビデオで、 
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平成 12 年度ル学校八ンドボール研究集を参加者リスト 


No . 


氏 

名 


巧 属 

職名 

学年 

1 

小 

原 

眞 

澄 

山形村立繫小 

お長 


2 

熊 

を 

光 

芳 

盛岡ホ立飯岡小 

教諭 

日年 

3 

豊 

川 


子 

滝が村立滝巧第二小 

教諭 

己年 

4 

高 

橋 

真 

弓 

西根町立大要小 

教諭 

己年 

5 

清 

水 

武 

彦 

前が町立前おか 

教諭 

目年 

6 

佐 

藤 

正 

樹 

前お町立前ミ巧小 

講師 

2年 

7 

山 

田 

秀 

勝 

盛岡市立松園か 

教諭 

6年 

8 

須 

藤 

千 

ま 

紫波的立彥部小 

講師 

巧任外 

9 

有 

馬 


賢 

盛岡巿立河北小 

教諭 

4年 

10 

福 

島 


淳 

岩手町立水堀小 

教諭 

3年 

11 

寺 

牛 

幸 

冶 

紫波町立水みル 

教諭 

已年 

12 

藤 

原 

瑞 

巧 

滝お村立滝がま' J 、 

講師 

4年 

13 

玉 

山 


魁 

お鳥を町立石鳥を小 

教諭 

6年 

14 

川 

原 

千 

文 

石鳥を町立石鳥を小 

教諭 

1年 

15 

中 

込 

正 

治 

盛岡巿立繫小 

教諭 

2年 

16 

佐 

藤 

昭 

雄 

盛岡市立高が小 

教諭 

5年 

17 

が 

田 

ネ貞 

治 

岩手が立お宮内小 

教諭 

巳年 

18 

鈴 

木 

義 

幸 

岩手町立巧宮内小 

教諭 

己年 

19 

菊 

地 

— 

隆 

岩手巧立ち宮内小 

教諭 

3年 

20 

鹿 

糖 


康 

义慈市立义慈か 

教諭 

5年 

21 

中 

島 

克 

行 

化上巿立岩崎小 

教諭 

5年 

22 

林 


- 

広 

か上巿立岩峰か 

教諭 

-教務 

23 

ミ中 

村 

朋 

子 

花卷巿立湯本小 

教諭 

1年 

24 

千 

葉 

明 

子 

盛岡巿立化厨川小 

教諭 

3年 

2己 

太 

西 

勝 

浩 

盛岡市立か厨パ1小 

教諭 

教務 

26 

福 

± 

貴义勇 

お巾町立煙山小 

教諭 

4年 

27 

熊 

を 

明 

俊 

矢巾町立煙山か 

教諭 

2年 

28 

锦 

を 

恵美子 

矢巾町立煙山小 

教諭 

2年 

29 

鷹 

嘴 

陽 

— 

盛岡巿立上田小 

教諭 

4年 

30 

荒 

木 


航 

盛岡市立上田小 

教諭 

6年 

31 

平 

澤 

巧 

史 

北上巿立鬼柳小 

教諭 

目年 

32 

巧 

を 

夏 

子 

玉山村立卷掘か 

教諭 

4年 

33 

羽根田 

美由紀 

葛巻町立葛巻か 

教諭 

4年 

34 

多 

田 


敢 

盛岡巿立ま松圃か 

教諭 

己年 

3已 

を 

藤 

みゆき 

盛岡ホ立東松園小 

教諭 

4年 

36 

棟 

巧 

典 

明 

岩手大学教育学部附属小 

教諭 

3 - 4年 

37 

H 

浦 

建 

成 

岩手大学教育学部附属小 

教諭 

4年 

38 

高 

橋 

昌 

平 

前が町立古城ル 

教諭 

4年 

39 

ホ 

巧 

义美子 

千腐町立千底か 

教諭 

2年 

40 

阿 

部 

直 

樹 

盛岡市立中野か 

教諭 

5年 

41 

佐 

藤 

靖 

之 

玉山村立好摩小 

教諭 

己年 

42 

酒 

井 

伸一郎 

大迫町立外"1目小 

教諭 

3年 

43 

小山田 

誠 

幸 

零石町立安庭小 

教諭 

6年 

44 

相 

墨 


純 

ゴ剌巿立玉里小 

教諭 

3年 

4已 

村 

井 

利 

家 

矢巾町立矢巾中 

講師 


46 

か 

野 

朋 

子 

盛岡市立黒お野中 

スクールヘルパー 


47 

阿 

部 

幸 

男 

西根町立西很第一中 

教諭 

中学3年 

48 

西 

野 

こち 

— 

紫波町立矢巾化中 

教諭 


49 

卫 

藤 

真理子 

紫戒町立矢ホお中 

コーチ 


已〇 

長 

臀 

たづ子 

ス ポかリトル ハンド 

スポーツ指導員 


51 

柏 

能 

秀 

一 

大船渡教育享務巧 

指導ま享 


已2 

山 

本 


繁 

水が教育幸務巧 

指導主事 


53 

高 

橋 

るみ子 

北上巿立が賀西か 

教諭 

6年 


ボランティア参加 


1 

ホ坂真美 

盛岡第二高校ハンドボール部3年生 

2 

武田麻美 

// 

3 

下川原 綾 

// 

4 

ェ藤ますみ 

// 

己 

菅原優香 

// 


大変盛り上がった。 

〇ビデオは、世界の子供たちの ゲーム 
遊びで、我々が普段やっている遊び 
や ハンドボール 型の ゲームがほぼ 
同じで、我々の実践が「世界標準」 
であることを裏付けた。 

〇文部省指定校の和賀西小学校の実 
践を、資ネ斗とビデオで発表すること 
ができた。 

〇参加した先生方は、大変熱と、に講義 
や講演を受講し、実技は大変意欲的 
であった。 

口々 に ハン ドボ ールの おもしろさ 
を感想として述べていた。 

ハン ド ボールに 興味•関' じ、の ある若 
い先生方がたくさんいることがわ 
かり、大変む強く感じた。来年度も 
開催し、もっと多くの先生方に普及 
させたい。 

〇 ボール メー々一のご配慮で、参加者 
全員に実技で使用した小学生用ハ 
ンド ボールを 1個配ることができ 
た。 

〇盛岡二高の計らいで、ハン ドボール 
ゴールの ある体育館をを場とする 
ことができた。 

▲ 年間予定にない事業であり、他の巧 
事と重なった地区や学校があり、参 
加できない方々も多かった。目標の 
100名参加には届かなかった。 

A 岩手県の普及に関わる経費として 
もう少し多い金額を年度始めから 
予算化してもらいたい。 

▲ 内を をより 吟味し、ハンドボールの 
魅力をイ云えたい。 

(文責-山本） 
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自衛隊久里ぉ（神奈川） 

セントラル自動車刷奈川) 
豊田自動織機製作所（愛知) 
常陽銀行（茨城） 


化陸電力（福井） 

Z 景（福井） 

デンソーファドレス（愛知) 


全日本実業団ハンドボールチヤレンジ2001 
A グループは;！ヒ陸電力、 B グループは自衛隊久里浜が制す 


全日本実業団チャレンジ2001は、2月10日から12日まで 
の3日間、志木市民体育館、吉川市総合体育館、大崎電気工業 
株式会社体育館を使って開催され、 A グループは北陸電力 、 B 
グループは自衛隊久里浜がそれぞれ第1位となった。 


■ A グループ 


女 a ゾーン 

ミ 景（福井） 

29-20 

豊田合成（愛知） 

H 景 

24-21 

八光自動車（大阪) 

八光自動車 

31—25 

豐旧合成 

女 b ゾーン 

北陸電力（福井） 

21-14 

金沢市役所（石川) 

北陸電力 

25-17 

大阪ガス（大阪） 

金沢市役所 

25-24 

大阪ガス 

★ 3 位決定トーナメント 

1回戦 


金沢市役所 

31 - 30 

八光自動車 

女 3位決定戦 

デンソーファドレス 

媛知） 

36-27 

金沢市役所 

女 決勝戦 

北陸電力 

20-16 

H 景 


■ 

i 巨グル ー 

プ 

★1 回戦 

日本製紙（山口） 

20 — 1 

兰洋電機（岐阜） 

マツダ（広島） 

25-15 

新曰鉄名古屋（愛知) 

日本耐酸墙工業（岐阜） 

女 2回戦 

27-19 

日本原モカ研究所 
(茨城） 

セントラル自動車 

卿奈川） 

36 — 8 

日本製紙 

常陽銀行（茨城） 

20—17 

マツダ（広島） 

豊田自動織機製作所 

26-11 

住友金属和歌山 

煙知） 


(和歌山） 

自衛隊久里浜（神奈川） 

29- 11 

日本耐酸糧工業 

女 敗者戦 

兰洋電機 

22-21 

新呂鐵名古屋 

住友金属和歌山 

28-12 

日本原子力研究所 

女 3回戦 

セントラル自動車 

17-15 

常陽銀行 

自衛隊久里浜 

17 — 16 

豊田自動織機製作所 

女 決勝 

自衛隊久里浜 

23 — 8 

セントラル自動車 



イスミ 


you me 

ク town 


本社 /T732-0 の 8 に I ホ用区京 gU2-22 
TEL082 に 64)321 1 


勝位位 
P 2 3 
§優第第 


勝位位 
P 2 3 
i 優第第 


「まいにち、 

発見。」 



おじい発巧。あたたかい発見。 
お^れな発見。 

あなたの每日を新しくする。 
そんな素なな発見の巧でありたい。 

毎日が新しいィズミです。 
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^、ーツ度巧単委員をの機能と巧巧概ミ 

スポーツ医科学委員長西山な成 


1. スポーツ医科学ま員をとは 

を日本チーム （ NA 男•ホ、 U -23 男•女、 U -19 男.ホ、 U -16 
巧•ホ）選手の競な力向上に必要なコンディショニングとしての体力 
づくり、健康管理、メンタルそしてメディカルサポートについての個 
人化方をチームスタッフと選手に提供するため医科学研究班、メディ 
々ルサポート班及びドーピングコントロール班の組織.機能をもって 
いる。 

2. 平成巧年度の医-巧学研究攝發 

アテネオリンピック大会出場権を獲得するためじ必要な研究として、 
その主眼は、ハンドボール競技適性の見極めにもとづいた、試合場面 
に必要なフィットネスそしてそれらの巧目の測定.評価から得られた 
個人が化方の追究を粮底とした内容である。 

(表 I 、 医.科学研究計画） 

3. 平が13年度の乂ディカルサポー h そ定 

全日本 チーム （男•女4種別）の平成13年度競技をや合宿の年間予 
定（表 2) は、海外活動が延べ13回で1目2日間、国內活動が延べ40回で 
234日間の年間延活動43日で％6日の NA 活動を24名のスポーツドクタ 
一群と22名のスポーツトレーナー群とで競技をや合宿等に帯同してで 
全のメデイ々ルサポートを展開する態勢をとっている。 

(1) 各チーム種別にドクター.トレーナー群の編成を組み、選手の個別 
情報を共有すると共に、各地域（北海道.東化、関東、東海.ぶ畿、 
中国•四国、九州の各地区）に区分しスポーツドクター所巧の病院 
等にメデイ々ルサポートの拠点をお願いしているところである。 

尚メデイ々ルチュック制度として JOC 強化指定選手にがして、年間1 
回を基準として日本体育協舍スポーツ診療戸斤 （10 巧な降は西が丘国 
立スポーツ科学研究所の所管となる予定）の実施する健康診断を受 


診する予定となっている。 

は)スポーツ医科学委具舍メデイ々ル .メーリング リスト開設に ついて 

U 上のメディ々ルサポートによって得られた情報を共有するための 
システムである。 

陵？斗学委員および ドクター、 ト レーナーの 相互の コミュニケーショ 
ン を深め、また選手の医科学情報の迅速な共有 化の ために メーリング 
リストを關設する。 

これにより、金日本チーム （ U -16、 U -19、 U -23、 ナショナル） 
の海外遠征、合氣大会、メディ々ルチ卫ックの医科学情報は、タイ 
ムラ.グがをじることなく各委員、ドクター、トレーナーに流れること 
になる。また、日本協をで医科学の全国会議を開くのは困難である。 
メーリングリストを活用すると、各委員およびドクター、トレーナー 
の意見要尊を広く把握し、話題提供などの討論を通じて相互のコミ 
ュニケーシヨンを図ることができる。メーリングリストを活用して、 
より充実した医科学サポートを目指したいと考えている。（ミ可野卓也） 

4. スポーツ医•巧単研究成果の活用 

ハン ド ボールの 医.科学研究成果はト レーニング や試合場面に有 巧 
な情報でなければ価値の低いものであるとの巧点から、日本 ハンドボ 
ール界は日本体育協を.日本オリンピック委員をとの連携下で研究活 
動を続けてきたところである。 

1960年から1994年までの研究成果を「ハンドボール競おのスポーツ 
医.科学研究」（競お種目別競技力向上に関する研究）（1995年11巧） 
ならびに「ハンドボール競技 （HAND BALL ) コンディショ ニン グハ 
ンドブック」（19%年3月）として発刊したが、今般1996年度な降の研 
究成果を「ハンドボール競技のスポーツ医•科学研究」 （2001 年3巧） 
を作成し、関係各位の活巧に資したいと念じている。读 3) 


表1平成13年度研究計画 



事業項目 

期間 

場巧 

事業計画 

居 

科 

学 

研 

巧 

1 ) ホカトレーニング 
【フ イツ トネス】 

5 • 8月 

曰が協 

し設を項目お討 

2. コンディショニング 
ハンドブック印刷 

2) 栄養と体脂肪 

5 • 8月 

合宿時 
大会時 

1 . 実態調査 

2. 生化学検査 

3) マウ スガー ド 

5 • 8 月 

合宿時 
大ぉ時 

し男ホナショナル補正 
2.」 r . 試制作 

4) メンタル 

マネージメント 

4 • 8巧 

合宿 時 
個人 調査 

男女ナショナル 
及び化調査 

5) ゲームみ析 

6 • 12月 

大会時 

シュート立体動作 

( A ) 小計 


メ 

デ 

イ 

力 

ル 

サ 

ポ 

1 

卜 

() メディカルチェック 
- 体力測を 

5 • 8巧 

合宿時 

ナシヨナル 
男女チームじ帯同 

2) ドーピング 

12月 

HI 3. 3月 

大会時 

ドービングテスト 
アンチドーピング 
ドーピングコント ロール 

3) メディカルサポート 

4ち〜 

HI 3. 3月 

合宿時 
大会時 

診療 

コンデイシヨニング 

け）小計 


幫 

ドクタ— • トレーナー • 
帯同経費 

1巧〜 

HI 3. 3月 

合宿時 
大会時 

ナシヨナル 
男女チームじ帯同 


表2平成13年度男•女ナショナルチームの帯同予定 


活動区み 

チーム程別 

诲外 

国巧 

小計 

大会 

合宿 

大会 

合宿 

N A 

男子 


5已 
(3) 

12 

(1) 

88 

(16) 

155 
に 0) 

ホ子 

15 

(1) 

20 

(2) 

12 

(1) 

60 

(6) 

107 

(10) 

U — 23 

男子 


12 

(1) 


8 

(2) 

20 

(3) 

ホ子 


8 

(1) 


18 

(4) 

26 

(日） 

U -19 

男子 


12 

川 


4 

(2) 

16 

(3) 

ホ子 

10 

(1) 

10 

り） 


23 

(5) 

43 

(7) 

U -16 

男子 


已、 

(1) 


2 

(1) 

7 

(2) 

女子 


巳 

(1) 


7 

(2) 

12 

(3) 

小計 

2己 
(2) 

127 

(11) 

24 

(2) 

210 

(38) 


計 

1已2 

(13) 

234 

(40) 

386 

(53) 


表3「八ンドボール競技のスポーツ医•科学研究 J 

し競技種目別競な力向上に関する研究（1995〜1999) 

一日本 オリンピック 委員を スポーツ 医.科学研究報告一 
II . コンディショニング•ハンドブック 

-日本 ハンド ボール協を スポーツ 医-科学研究報告一 
2001年3巧 

㈱ 日本オリンピック委員を選手強化本部 
㈱ 日本 ハン ド ボール 協を スポーツ 医.科学委員を 

趣）：申込は JH A 医科学委員を願価230 0) 
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2001年度 

(就日本 A ンドボール協を登録じあちつてのを意 



㈱ 日本ハンドボール協会の登録業務は、昨年まで競技者 
についてのみコンピュータ入力をし、登録証を発行して參 
りました。しかし、本協会会員数を把握する上では、競技 
者だけでな<ハンドボールに直接関係する ㈱ 日本ハンドボ 
ール協会役員、各都道府県協会役員、を連盟巧員、審判員 
の方々も含めて、一元的に管理することが望ましいと思わ 
れます。そこで新年度は登録管理と共に、昨年まで発行さ 
れていなかった中学生、か学生 • か年団の競巧者、上記役員、 


別を変更することは出来ません。 

(3 避録用紙は選手数が多い場合に裏面にも記載できます。 
化し、裏面を使用した場合は、「副」、「写」のコピーは両面 
コピーをして 「正」と同様にI枚の用紙じして下さい。 

(4) 登録用紙は、日本協をホームページ (URL http:// 
www.handbalLor.jp/) から、ファイルをダウンロードし 
て使用しても構いません。化し、「一太郎8」、 「Word98」 
のみしか用意しておりませんので、対応できない場合は 


奪判員も含め全会員に登録証を発巧することじなりました。 

登録証には必要事項を全て記入し顔写真を貼かした上で、 
大会、試合に臨んで下さい。また、競技者の登録証には備 
考欄があり、懲罰結果を記入する欄となっております。試 
合において著しくスポーツマンシップじ反する行為などじ 
より失格•追が判定がなされた場合、大会裁定委員会じよ 
リ処々(試合出場停止など）が決定されます。これは国内 
の公式試合全てに適応されますので、競技者は試合出場に 
当たり、出場資格の確認もまめ登録証が必携となります。 
必ず試合には登録証を携帯して下さい。 

W 下は、競抜者の協会登録じあたってのミを意です。良く 


各都道府県協会より配布を受けて下さい。 

0登録規定第2をにしたガつて 

チームおよび、個人（チーム役員および選半）は日本協を 
に登録して下さい。登録を巧わなければ日本協を、各都道 
府県協を、または各連盟が主催、共催する大会にチーム役 
員（部長、監督、コーチ、トレーナー、ドクター、マネー 
ジャー、主務）および選手として参加することは出来ませ 
ん。また、チーム役員であっても選手として参加する場合 
は選手の登録もして下さい。 


お読み戴き遺漏の無いようじ登録手続きをされるようじし 
て下さい。また、ネ協会とは別に、を都道府県協会、を連盟の 
登録もございます。詳細は所属団体に連絡を取って下さい。 

〇登録巧紙について 

登録用紙は6種類、9種別用意されています。 

(1) 「一般 L •一 般 A」、 「リージョナル」、「大学」、「高専•高 
校」、「中学生」、「小学生•スポーツ少年団」に区かされ 
ていますので、該当する種類の用紙で種別ごとに登録し 
て下さい。中学生、小学生については競技人口把握のた 
めに行うものです。なお、 J0C カップなど金国大をに出場 
するためには、チームおよび個人の登録が必ず必要とな 
ります。ご面倒ですが、ご協力よろしくお願いいたします。 
は)種別の異なる登録用紙を使用して、他の種別の登録は出 
来ませんのでご注意下さい。また、年度内にチームの種 


© 種別について 

(1) 「一般 L 」 につぃて 

目本リーグ加盟チームのことで、すべての大会に参加資 
格があります。 

(2) 「一般 A 」 につぃて 

日本リーグの J ホのすべての大会に参加資格があります。 

(3) 「リージョナル」につぃて 

都道府県内での大会のみ参加資格があります。「リージョ 
ナル」種別のチームに登録した選手は、国民体育大会(予 
選を含む）に参加資格はありません。 

(4) 大学 

全日本学生連盟に加盟し、日本協をに登録したチームお 
よび個人を指します。これりI外の大学生は、「一般 A」 ま 
たは「リージョナル」登録となります 0 


フィョルドは 
おなたの 
ステージでず 

大崎電気工業株なをな 

東京都品り I 区東五反田 2-2-7 干 141-0022 
TEL 03(3443)7171 FAX .03(3447)5844 
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(5 腐専 

全国高等専門学校体育協をハンドボール競技専門部に加 
盟し、日本協をに登録したチームおよび個人を指します。 
これな外の高専学生は、「一般 A 」 または「リージョナル」 
登録となります。 


(6) 鳥校 

全国高等学校体育連盟ハンドボール部に加盟し、日本協 
をに登録したチームおよび個人を指します。これ]^]1外の 
高校生は、「一般 A 」 または「リージョナル」登録となり 
ます。 


Q 曰本谅含き纖 


種另リ 

一般 L 

一般 A 

リージョナル 

大学 

高専•高校 

中学 

小学•少年団 

チーム 

620,000円 

30,000円 

3,000円 

16,000円 

9,000円 

0円 

0円 

チー ム巧 
員@ * 

2,000円 

2,000円 

2,000円 

2,000円 

本本 
学を500円 

2,000円 

本本 

2,0日0円 

本ホ 

2,日00円 

本ホ 

選手@* 

し000円 

し000円 

300円 

500円 

0円 

0円 

0円 


* 登録締め切り後の個人（チーム巧員及び逞手)の 
追加登録料は、登録時と同額です。 

* * 同一学あの男.ホ両チー厶のチーム役員を兼任 

する場合は、登録料を1チームみのみとする。 
同学枝の学生（生徒、児童）をチーム役員として 
登録する場合は、登録料を選手と同じじする。 

* * * 同大学の学生が選手とチーム役員を兼なする場 

合は、 I 名みの登録ネ斗（500円）のみでよい。 


©登録用紙作が巧、提出 
ぉょび期勵ごついて 

をチームは登録用紙を必ず「正」、「副 J 、 「写」の3部 
(「副」、「写」は「正」のコピーでよい）作成して、「正」、 
「副」の2部を所属の都道府場協会の指定する日までに提 
化して下さい。なお、「写」は控えとしてチームで保管して 
下さい。裏面を使用した場合は、「副」、「写」のコピーは西 
面コ L — をして「正 J と 同様 じ J 枚の用紙 【こ して下さし、。 


© 個人の登録チーム数について 

(1) チーム役員は複数チームに登錄できます。イ旦し、背録料 
はそれぞれにかかります。ネ等が j として、同一の学校（大 
学、高専、高校、中学、小学）におぃて男子•女子両チー 
ムのチーム役員を兼任する場合は、登録料•を1チームか 
のみとします。 

は)選手登録は1人1チームのみとし複数チームに登録(重 
複登録）できません。重複登録は登録規定により懲罰の 
対象となります。化し、国民体育大会、その他、特別の 
選抜チームの登録に つぃては 別に定めます。 

0国が一時登録について 

日本協を登録用紙で登録手続きをされた チームが 1人 a 
上補強して国民体育大会へ出場しようとする場合は、国体 
一が登録をする必要があります。化し、構成 メンバーの 年 
齡は、登録用紙の記載ぃかんに関わらずすべて「国民体育 
大会規定」の適用を受けるものとします。 

© き资陌のぉ巧にっし、て 

(1) すべての 種別の チーム 役員、および「一般 L 」、 「一般 
A _!、 「リージョナル」、「大学」、「高専」、「高校」に登録 
した選手には、登録証を発斤します。有効期間は当該年 


度末までです。紛失などで再発斤する場合は、事務化理 
費として日00円のご負担をいただきます。 

尚登録証は日本協会に登録されたことを示す重要なもので 
す。各種大会で登録証の提示を求めることがありますの 
で、試合の際は必ず登録証を持参して下さい。登録証の 
保管-所持には十みご注意ご配慮をお願いします。 

© チームの巧ぉ登综にっし、て 

新設（新微チームの場合は、登録締切な降でもその都 
度登録を受けがけます。化し必ず各都道府俱協会を経てお 
送り下さい。新設チームとは前年度に日本協を登録をして 
いないチームのことを言います。 


^チーム没員および選手の 
這加き錄脯お)じついて 


チーム 役員および選手の追加登録はその都度認められま 
す。追加登録は大を申込期日までに、各都道府県協をを通 
じて完了されていなければなりません。所定の届け出用紙 
に必要事項を記入し所定の追加登録料と共に、各都道府県 
協をを通じで日本協会へ提出して下さい。日本協会が受理 
した日をもって有効とします。 


¢11選まの道加き錄(獲握)について 

(1) 当該年度にチームに個人登録し、そのチームをやめ、他 
のチームで再び競技をしたぃ場合は登録を抹消し、追加 
登録（移籍）をしなければなりません。 

(2) 追加登録（移籍）の1度目は、当該年度内のぃつでもで 
きます。一度追加登録（移籍）をした場合は、当該年度 
2を目の登録チームに3力巧間在籍しなければなりませ 
ん。3々巧経過しなければ2度目の追加登録（移籍）は 
できません。 
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胤追加登録（移籍）をする場合は、所定の届け出用紙に必 
要事項を記入し所定の追加登録料と共に、を都道府県協 
をを通じて日本協をへ提出して下さい P 日本協会が受理 
した日をもって有効とします。 

がき综巧消について 

所属チームをやめる場合は、登録抹消手続きをする必要 
があります。所定の届け出用紙に必要事項を記入して、を 
都道府県協会を通じて日本協会へ提出して下さぃ。日本協 
をが受理した日をもって有効とします。 

⑩登録巧搬入®^のま意事鳳こっいて 

登録用紙に記入する際は、下記事墳にを意し正確に記入 
して下さい。なお、前年度の登録一覧表他し全項目は入 
っていない）を各チームに配布しますので、ご参照下さい。 
この説明書はすべての種別に共通に作成してありますので、 
登録用紙に見あたらない項目の説明もあります。その場合 
は読み飛ばして下さい。 

(I) 新規•継続、種別、巧ホ別欄および加入連盟は該当に〇 
巧をかけて下さい。 

は)所属都道府県の欄にはチームを登録する都道府県名を記 
入して下さい。 

は)登録役員数および登録選手数欄には、登録する個人の合 
計数を記入して下さい。 

(4) 登録役員数欄の（内兼任名）および（内学生名）に 
は、該当する人数を記入して下さい。 

(5) チーム No . 、チーム名（学校名）は前年度に登録がある場 
合は同じ No .、 名称にして下さい。チーム名を変更する場 
合は、別途「チーム名変更届（理由書)」（書式任意）を 
添付して下さい。 

(6) 代表者欄は、チームを代表される方般長、部長、監督、 
指導者など）の氏名をお書き下さい。また、必ず掠巧を 
して下さい。 （7) チーム（学校）所を地を記入して下さ I い。 

(8 ) 「大学」は、"大学承認印"を必ず用紙右上所定欄じうけ 

て下さい。 

(9) 連絡先欄は、日本協を登録証や各種通信物が確実に届く 
ところを正礎に記入して下さい。姐当者名、送付先団体 
名が必要な場合は、必ず記入して下さい。機関誌を付先 
が連絡先と異なる場合は、機関誌送付先も正權に記入し 
て下さい。もし登 I 隶後に転居などで住所を変更される場 
合は、速やかに日本協をおよび都道府県協をに連絡をし 
て下さい。 

(10) 各箇所のフリガナ欄には必ずカタカナで記入して下さい。 
郵便番号 （干） は 必ず新7巧番号 を記入して下さい。住 
所欄への都道府県名記入は不要です。 

(II) すべての 種別のチーム役員、および「一般 L 」、 「一般 
A 」、 「大学」に登録した選手は特にコンピュータ入力を 
し登録 No •で個人管理を斤います。登録 No , は生涯個人 
No . となります。前年度に発番がない場合、または、今年 


度、新規に登録するチーム役員および選手は番号欄に 
(新）と記入して下さい。役職欄は部長、監督、コーチ、 
トレーナー、ドクター、マネージャー、主務がこれに該 
当します。イ宜し、「役職名」はチームがおお握のために巧 
うもので、 この「役職」で登録を規定するものではあり 
ません。従 って、それぞれの大会規定に従い役職名を変 
更することが出来ます。 

(12) 「大学」、「高専•高校」、「中学生」、「小学生•スポーツ 
少年団」に登録するチーム役員の内、同一学校の男子- 
女子両チームのチーム役員を 兼任す る場なは、役職欄に 
"監督（兼）"のように役職名の後に"（兼)"と記入して 
下さい。また、登録料の免除を受ける側の登録用紙の現 
住所欄に、住所を記入せず"男子チームで支ネムい"のよう 
に記入して下さい。 

(1 或「大学」、「高専•高校」、「中学生」、「小学を•スポーツ 
少年団」に登録するチーム役員の内、同学校の学生、生 
徒、.児童の場合は、番号に〇をして下さい。 

(14) 「大学」じ登録する学をチーム役員の巧、選手と兼任す 

る場合は、チーム役員欄に記入せず、選手欄の番号に〇 

をし、番号左外欄外に「役職名」を記入して下さい。 

(巧)選手欄の通し番号はユニフォーム番号とは関係ありませ 
ん〇 上から詰めて記入 して下さい。 

(1 负過去に登録した個人が新規に登録をし、新たに登録 No . 
を取得すると重複登録としてリストアップされます。重 
複登録は登録規程じより懲罰の対象となりますので、間 
違いのないようにごを意下さい。特に、種別が変わる（大 
学一一般 A など）、移籍などは、前年度(過去)の個人 No , 
を確認し記入して下さい。 

(17) 生年月日は西暦で記入して下さい。昭和の場合は年号に 
巧を足せば西暦下2がになります。 

(18) 「契/非」欄は IHF 規定に基づく選手契約の有無について 
です。該当を〇巧で囲んで下さい。 

(19) 勤務先は出来るだけ詳細に記入して下さい。 

例： Ox ( 株)、•▼高校教員、◊♦大学□学部 A 年 
(測平成12年度とやま国体に出場された方（都道府填大会な 
びブロック大会を含む）は、「国体出場都道府俱名」を記 
入して下さい。 

0連を巧、巧巧琼邀が煙きについて 

連絡先、機関誌送付先を変更する場合は、速やかに日本 

協会および各都道府県協会まで必ずご連絡下さい。 なぉ、 
機関誌年度は、平成13年7月〜14年6月 （1 月は休刊、年 
11回発行）で、通常の年度と異なります。3、4月の転勤 
-睦居などの際は特にご注意下さい。 

® な明な点は 

最寄りの都道府俱ハンドボール協をまたは ㈱ 日本ハンド 
ボール協を斤150-8050東京都渋を区神南 1-1 — 1 
電話 03-3481-2361) へお問い合わせ下さい。 
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= 困困因画回面回困因困 = 

日時平成13年2月25日（曰）13:00〜け:〇〇 日本協会出席者：斉藤常務理事川上常務理事江成常務理事喜井常務理事 

場所青山メトロ会館402会議室 村お常務理事佐分理事松原参事兼子参事巧倉指導委員長 


[»*] 

1.平成13年度登録について 
平成13年度からは、協会.連盟役員、 
審判員にも登録証を発行ずる。 

登録関係の書類は各事務局に発送済 
み。 

注意点は次の通り。 

. 中学生、小学生にも登録証を発行する。 
•登録区分、料金表の一覧表を配布して 
あるので、確認してください。 

•審判、競技者については変更はない。 

• ビーチ、マスターズチーム登録は、 都 
道府県協会は通らない。開催地で徴収。 

-評議員は都道府県協会での登録とな 
る。 

登録証について次のような説明があっ 
た。 

- 2種類増え、合計5種類となる。だい 
だい色とピンクであり、者 K 1 府県役員と 
審判員のかにあたる。のカードへの転 
用巧能であり、大会での活巧工夫が要望 
された。 

-競技者の登録証は、備考欄を設け、 
ゲームでの失格を記入する。 

-小学生、中学生にも発行する ことにつ 
いて、発行の方法は、小学生、少年団も 
登録した時点で発巧できる体制である。 
登録証を発行するように都道府県協会に 
化頼がいく。これに伴い、競技者数を増 
やすためにも登録の促進を図って欲し 
い。ブロック、全国大会では、未登録の 
選手は、追加登録できるように主催者に 
依頼していく。 

•小、中、高は個人登録料無料であり、 
より一層の登録推進が化頼された。 

平成13年度からの都道府県協会運営 
補助金について次のような説明があっ 
た。 

-各都道府県協会の活性化のために行 
う0都道府県役員登録総額を積算基準に 
して、その15〇/^を運営補助金として交付 
する。交付したものは、都道府県協会の 
予算に組み入れるようにして欲しい。 

審判登録に関して次のような確認がな 
された。 

• 今年度から毎年更新となった。ァプラ 
スを通してやっていたが、昨年から從来 
の一括方式にした。日/1〜31の期間で 


登録をずませるようにする。昨年は50 
%程度の遵守状況だった。審判員登録 
は、期日までに登録が完7しなかった都 
道府県は、公認審判員がいないと判断す 
る場合がある。公式試合の開催ができな 
いげ況もあり得ることが確認された。 

-審判員の服装と審半腾についての確認 
があった。 

2. がんばれ10万人会について 
会員について全国各都道府県で入会者 
があった事の報告があった。 

事務手順の変更について説明があっ 
すこ。 さらに、都道府県への還元金につい 
て、会員数によって還元額を変えていく 
こと、5月末で、各協会に還元金を振り 
込む予定であることが確認された。 

え国内.国際事業日程について 
日程表について 
4.その他、関連事項 
旨導者養成について 
另リ紙により、公認資格取得者状況が報 
告された。 

C 級スポーツ指導員養成講習会の実施 
報告、来年度の実施予定が報告された。 

今後の予定として、2002年に B 級コー 
チ養成講習会、2004年 -2006 年に C 級 
コーチ養成講習会を実施する予定。 

③競技運営について 
国体での、指導者の有資格者制度導入 
完全実施は2007年であり、日本体育協 
会に申し出済みである事が確認された。 

モルテン新ボール(松ヤニを使わなく 
てもグリップできる）の検定済みの件、 
IHF で許可済みである事が報告された。 

トスに関して、試合の30分前であった 
のが、チーム挨嫂後、試合開始直前に行 
うことに変更され、キャプテンが巧うこ 
とか'確 I 忍された。 

③大会における失格、追放について 
報告書当日提出^裁定委員会開催：当 
日審議一処理決定一試合前に提出済みの 
登録証で本人を照合。当該選手の登録証 
預かり記載一当該裁定委員会から協会へ 
報告一日本ハンドボール協会の懲罰委員 
会（場合によって）マッチバイザーと裁 
定委員会の掲載のあるプログラムを作成 
するように。 

事例については後日連絡する。 


④ 国体の夏季大会への移行について 
要望事項とあわせて、日本体育協会に 

移行について回答を依頼した。2007年 
の秋田国体から予定されることの報告あ 
った。 

⑤ 大会運営についてのマニュアル作成 
は、進行中である。 

⑥ 大型退場者掲示機を作成、全国各大会 
ヘレンタル（有料）予定であり、8基作成 
し、プレーオフから使用關始の予定であ 
ること力、'報告された。 

® ユニフォームに ついて：背番号の表示 
が見にくい。番号が見やすいように各協 
会から各チームに依頼するよう要望され 
た。1〜20番までを励行すること、ュニ 
フォーム広告は、協会に広告料を仏えば 
巧能であることが確認された。 

⑨競ほの健全化について 
全日本総合の反省から、日本リーグの 
各チームはもちろん、全国各チームに健 
全化への協力力、'依頼された。 

⑨ 各種国際大会への支援を各協会に協力 
依頼がぁった。 

⑩ 国体のブロック大会の日程力、'確認され 
た。 

⑩秋田の WG での、ビーチハンドボール 
は第1回の世界選手権となる。資金など 
の協力が依頼された。兵庫で全日本大会 
が開催される（8/4、 5) こと力绵 g 告された。 
⑩クラブ選手権大会開催について検討中 
であり、西地区の会場が未定である。 

社会人連盟設立が検討されており、将 
来的には日本選手権への発展の可能性が 
あることが報告された。 

みやぎ国体について、證日程の確認が 
あり、また会場として全天候型グラウン 
ドも併用予定であることなど力、'報告され 
た。 

国体の夏季大会移行（予定）に伴い、 
2007年必降の会場予定地選定で、会場 
の準備について注意が促された。 

NTS に関連して、都道府県の技術委員 
選出について案内を送付済みであり、再 
度連絡をするよう依頼された。 

審判部より、ルール改正について、国 
際的には2002年8月から、日本では 
2003年4月から実施予定であることが 
報告された。 
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平成 12 年 2 巧度 
常務理事会 


日時平成13年2月10日仕） 

午前10時00か〜12時00分 
場所青山メトロ会館 
出席者中澤副会長、山下専務理事代 
行、常務理事7名、理事1名、参事3名、 
監事1名、事務局2名 


審議事項 


1. 平成13年度事業計画（案）について 
1月に引き続き検討、承認。 

2. 平成13年度予算（案）について 

1月に引き続き検討。収入の部の一部 
修正を認め、特別会計事業別予算を承 
認。 

3. 登録金の値上げ、登録区分の変更につ 
いて 

各種登録について、一元化処理をし、 
登録証を発巧する。が下の事項について 
報告があった。 


カロ驢団体役員登録に関して、各協会活 
性化のために、都道府県協会運営補助金 
を交付する。 

審判登録金の事務手数料を控除した額 
で一おして日本協会に振り込む。 

一般登録等に関して、登録金等検討委 
員会を設置し、6月をめどに協議する。 

マスターズ、ビーチ ハン ドボーノレ登録 
制度について承認。 

登録証の使用方法について変更を了 
承。 

東アジア競技大会予算について、 J 0 C 
委託金の絡みを見て、大阪協会と協議 
し、必要に応じて補正予算を計上するこ 
ととした。 

ワールドゲームズ（秋田）について、 
日本協会として予算措置をとることを決 
めた。 

4. 平成13 -14年度日本協会役員人事に 

ついて 

第3回理事会の意見を尊重して、評議 
員会へ提案することとした。 

5. アテネ特別強化委員会について 

2月8曰に、アテネオリンピックに向 
けての強化施策についての記者発表があ 
っ た。マスコミ各社20名の出席があり、 
翌日の各社朝刊に掲載された。アテネ強 


イヒ対策につ、て委員会会長と意見交換を 
行うこととした。 


平成12年度 
第3回全国理事会 


日時平成13年2月10日（±) 

13時00分〜16時00分 
場所青山メトロ会館402会議室 
出席者中澤副会長、山下専務理事代 
行、常務理事8名、理事6名、参事9名、 
監事2名 


報告事項 


1 . 平成13年度の国内外大会の日程•実施 
計画について 

主要大会の実施計画の他、次のような 
追加報告があった。 

西日本学生選手権大会 
8/8〜12福岡市 
全日本教職員大会 
7/2日〜27愛知県豊田市 
J 0 C ジュニアオリンピック 
12/25〜27大阪府家原体育館他 



暮らレに章をともしたい 

北陸電力 


地球と技術と人が生み出ずエネルギーー^ 
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2 . がんばれハンドボール10乃人会につ 
いて 

入会者が、全都道府県に及んだとの報 
告があった。 

都道府県協会還元金に関し、会員数に 
よってその還元率が変わることが報告さ 
れた。 

また、募集が況、会員サポート体制に 
ついて報告があった。 

3. 普及特別委員会について 

資格の義務づけについて、富山国体か 
ら、国体 チーム 役員は有資格者 力 《望まし 
いと大会要項に加えられたことが報告さ 
れた。 

全国の資格取得者一覧が提示された。 

4. ワールドゲームズ•ビーチハンドボー 
ル WC について 

秋田での開催が、第1回ビーチ ハンド 
ボール世界選手権大会となることが報告 
された。 

ビーチハン ド ボールの 強化と あわせ 
て、全日本大会を兵庫で8/4、5開催す 
ることが報告された。 

5. 平成13年度の登録について 
登録業務についての確認があった。 
平成13年度は、チーム、チーム役員、 

選手、公認審判員、日本協会役員、者 [5 道 
府県協会役員、10万人会、公認コーチの 
8区分で登録証発行の予定。 

を録証がなければ試合ができない旨、 
確認された。 

目.東アジア競お大会について 


組織図が提示され、日本協会•大阪協 
会の各担当者力、'報告された。 

運営に関する情報として、各国のエン 
トリーが況、日程、会場（大阪住吉体育 
館）について報告された。 

7. ゴールと ボ ールの 検定に ついて 
ボールに関して、モルテンより人工皮 

革で、松ヤニを使わなくても握りやすい 
ものが開発され、協会として檢定承認し 
たことが報告された。 

ゴールはエバニュー製のものが 認定 さ 
れた。 

8. 競巧の健全化について 

競技中をはじめ、大会開催中のスポー 
ツマンシップに反する行為のないよう全 
国のチームに注意喚起をしたこと力锦長告 
された。 

9. アテネ強化特別委員会について 

全日本強化のために、若手選手を欧州 
のプ ロリ ーグに派遣、国際強化試合の開 
催について報告があった。また、スペイ 
ンカタルニャ協会に日本協会の欧州拠点 
を設けたこと力、’報告された。 

10. その他 

•審判部より、オフィシャルユニフォー 
ムの着用、審判登録期日の厳守、レフュ 
リーの倫理綱領の申し合わせがあった。 
.大阪オリンピック招致活動に関して、 
IOC の評価委員会来日と大阪市中央体育 
館の視察があるとの報告があった。 

-退場者表示板の普及について報告があ 
った。 


審議事項 


11. 平成13年度事業計画について 

各事業部、委員会より事業の基本方 
針、および重点方針が示され、承認され 
た。 

平成13年度事業計画参照。 

12. 平成13年度チ算案について 
収入に関しては、事業収入が前年度並 

み、積立預金の取り崩しによる変化があ 
る。 

特別会計からは、10万人会からの繰り 
入れが減少することが報告された。 

支出に関しては、一般会計の予算を圧 
縮し、各事業計画の効率化をはかった。 

13. 登録料の値上げについて 

平成14年度の登録金に関ずる検討委 
員会を設置し議論を深めていく。 

平成：13年度は、 ビーチ ハンドボールと 
マスターズ 大会で、 チーム 登録金を徵収 
する。 

一般巨を復活し、ブロック大会まで参 
加できるようにする。 

14. その他 

競技運営に関してトスの方法の変更に 
ついて、国体に関しては、秋季大会から 
夏季大会への移行につ、て国体委員会に 
提案す ることが 諮られ、承認された。ま 
た、 NTS に関してブロック委員を選出協 
力依頼があり、承認された。 



巧巧な明日へ 

KIRIN 


丰リンラかピ-ル 

飲酒は20歳になってから。空きびんはわ取扱い店へお戻し下さい。 
ホームぺージアドレス http://www.kirin.co.jp ホリンピ-ルな巧舍 tt 
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波、長野真太郎、 
鶴、佐々木千絵、 
歳、おザ靖人、 
子 

健 児 


±郎、 
つや子、 

美衞、 
紘治、 
由紀子、 
猛、 
敞理、 
等、 
薫子、 


正樹、栗 
結子、岩 
智美、岩 
啓子、岩 
美智子、穀 
貴子、辻 
淑子 、 S 
京子 、後 
輝美、岩 


俊雄、 S 本が雅也、 
格、米が昌一、 
敏則、粟屋 梓、 
由貴絵、粟屋慎吾、 
一、市瀬 魁、 
誠、瀬戸麻里、 
実、堤 孝樹、 
綾子、堤 政ぶ、 
尚子、吉見ゆかり、 
昭义、立木浩二、 
真由実、巧本優子、 
誠二 

片山健史 
小澤敏正 


雅洋、谷元一己、 
お光、林 将夫、 

美由紀、ネホ山津也子、 
隆雄、野々上 宏、 

隆義、矢野充彦、 
勝也、堤 明宏、 

智浩、をザ沿久慈、 
良輔、禍田和之、 
健二、が延弓ム樹、 
太 一、 值浪重俊、 
敬止、山本秀巧、 
教裕、フレデリック•ボル、 
アン •ストックラン、 

敏之、阿部展巧、 
孝慶、市川里美、 
信次、加藤圭か、 
宜孝、吉井义晴、 
宗巧、を口 了、 

正和、長谷川貴洋、 
泰貴、鶴見 巧、 

篤、懒田亮か、 
和慶、尾上良生、 


ま日本学連平ぶ u 年度僅巧追手 


I; 男子] 

德崎純一(函館大） 
千葉仰彦(東化福） 
古田稔(中央大） 
高木尚（日体大） 
近藤康人（日本大） 
澤田俊祐(国±舘） 
龍田敦(中央大） 
比嘉律（日体大） 
前田誠一（日体大） 
宮崎大輔（日が大） 
横地康介(名城大） 


岩倉大か(金沢エ） 
千お栄治(筑波大） 
佐藤豪洋(中央大） 
作田幸治（日本大） 
小倉学（日体大） 
逢小を貴格(日体大） 
太田芳文（日体大） 
豊田賢治(国±舘） 
蔵野大輔(名城大） 
中を哲也(中部大） 


柳本義义（日体大） 
東慶一(大体大） 
を澤信道(大体大） 
佐古敦±(広島大） 
島中益喜(福岡大） 


西が和也(中部大） 

吉田耕平(大体大） 

加藤淳也(大体大） 

四宮英伸(大体大） 

松が昌幸(福岡大） 

な上31名 
[女子] 

成田由美子(浅井学園大） 

田ネす志穂(東化福）宮崎真奈美(金沢大） 
宮城智お(茨城大）安達多華美(筑波大） 
内山かほり（国±舘）山田永子(筑波大） 
早船愛子(筑波大）佐藤由香(東女体） 


柴田真由実(東女体） 
金:城晶子(武庫川） 
徳永さつき（日女体） 
森本美奈子(筑波大） 
化井祥子（日み体） 
藤本沙代(中京女） 
中村尚美(武庫川） 
倉益が美(ぶ島大) 
を川若菜(福岡大） 
木ホす妙子(福穀大) 
な上29名 


小骄澤香里(回ゎ舘） 
鈴木正子(茨城大） 
橋本寛子(東女体） 
上町志織(国±舘） 
太田智子(筑波大） 
勝田禅子(武庫川） 
坪ザ美帆(大教大） 
藤崎貴子(福岡大） 
道越さやか(福教大） 
化三紀子(福岡大） 


[4 巧が巧まずを] 


[会議]★常務理事を/ 4巧21日曲東京 


HAND BALL CONTENTS APR 


平成 13 -14年度 ㈱ 日本ハンドボール協会役員が決定… • 

平成13年度事業計画 . 

2001年度国内-国際大会日程(予を) . 

第16回男子世界学を選手権大会報告 . 福地賢介 

IHF 報告競技規則の変更と改正（その 1). 

連載11: NTS 2000センタートレーニング報告 . 

フリースロー：アテネ作戟スタート， 

小学生チーム活動特集（その 4) •…… 

人物登場 . 


•1 

•2 

•5 

6 

•10 

•14 


• 早川文司16 

. 18 

•深美成男さん21 


平成12年度岩手県小学校ハンドボール研究集会報告……22 

全日本実業固ハンドボールチャレンジ2001 . 24 

スポーツ医科学委員会の機能と研究概要……西山逸成25 
2001年度 ㈱ 日本ハンドボール協会登録にあたってのミま意 

. . . 26 

事務取扱い責任者会議 . 29 

協会だより . 30 

「10万人」会新会員/全日本学連平成12年度優秀選手/ 

4月の行事予定/もくじ . 32 


■■がんげれ/\^^ドポール10万人を』2月入を-ち巧をが紹介 


が千千良浏 


本井ホ井下 輪藤ザ 


久ち平 

咲 半 

^偉勇が治 澤 を 

卯長 大修中 米 

島橋旣 典、 が 己幸洋、秀 
川高高 一田 正正 直俊 


松川屋屋原賀水 羽木木納刺劍内部和梶が 
二-長粟粟大矢清堤堤丹立荒 ま鳥愛 堀園 國戸大 

I_I K —I 一 —I I_I 


ホ藤橋田関 嫁橋辺賀川木^が島木政が原藤方根 

々 テ 

岩安高永大堤大高池羽山佐ス山化鈴広上日斉四関 


親財树測 W 酬澤澤ぷ垣劃井井井ホ賀が藤平 

青宮 U 茨が I 長中中石 米寺 一二 岩岩岩岩儀小辻後須 

rl __ II __ 11 _ 一― II — I I —_ _ — _ 
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最證纖物 


沿 4 w かが jyH 

l[r 

ILj 層 .' Ji 


KCH3-AD 

4,600 円夕 


Mikasa" 

Bfl 星コムエ業媒巧ミな 


伊藤忠商事 



严 S 


ますます元気な巧社になる。 


未開巧の荒れ地を耕し、種を植える。創意工夫を 
凝らして、それ：^上の収穫を目指す。常じ新しい 
ことを考え、実践していかなければ、次の豊か さを 
カタ チじすることはできません。これは、商社の 
舞台でもいえること。前向きな発想を、前向きな 
情熱で動かしていくことで、初めて大輪を咲かす 
ことができるのでず。斬新な アィデアと チャ レンジ 
精神で、世界のマーケットを開がする。 W 年先、 
W 年先を視野じ入れ、全ての情熱をぶつけてい〜 
止まらないことが、エネルギー。まずます元気な 
伊藤忠商事じ、ご期待ください。 



(財)日本ハンドボ--ル協会編 『ハンドボ—ル』 第四-セ号 


昭和四十年六月セ日 
藥一二種都便物認可 


平成十二一年三月二 h 六日が刷 
平成十 S 年四月一 H 発行 


東京都渋を区神南-— I I - 
電話巧表 III 四八下111云ハ I 
〇〇 I 二 0— セ— - 〇二九|二 


編集兼 
觉行人 


市原則之 価格は登録金に含む 


URL htlp://wwwjtoehuxb,jp 


「巧藤お商事（東京本社•大阪本社）は1997年12月に総合商社で初めてに014001の認証を取得しました。」 




